
山手の住宅として設計された、代官山、青山は当時関東大震災で下町から焼け出された

人々で、比較的余憾のある人々が新天地を求めてたくさんの邸宅を開発していたところであ

った。後に述べるように、初期のアパートのうち、代官II.Jと背111は居室をコルク張りにして

いたのに対し、その他の下回Iの中/郷、柳島.消砂i湿りでは、 ft敷であった.これは明かに

代官山、青山の居住者と、下町のアパートの居住者を全くi主う防府として怨定していたこと

によるものであろう。

一方、下回Tt也区の多くのアパートが、特に大正 9年の.!tU;Cd-i社会局の調査による細民住宅

ß~のある場所.あるいはそのすぐそばに立地していることが分かる。 ('1" /郷‘柳向、東

町、消砂通り、:n-谷、上野 F、三ノ輪など)この立地状況を見ると、同澗会アパートが社会

的政策としてあえて不良住宅地のそばに建設されたことがz読み取れよう。また.佐野利lIdが

『住宅論』のなかで、 f尚~街路に面するものは第一階を尚J，'f とし、 JU:を住民一とするよう

な形式でなければならぬ.繁栄の地程、階数の多きは11:むをのぬ.繁栄I出を遠ざかるに従っ

て附も減ぜられ得るJ5.!と述べているように.中/郷‘柳X，)、京町、 i，'iIψi泊り、 と'IlfFで;ま

I， !;~ifl('井!lJlHIiが設記!R されており、それぞれの応舗は必ず公の街路に 1m していた。 この点;立、

I，;jじ!17釧UHlj住械でも、代行山において敷地内で町を完結しようとした点とかなり見なって

いる。実際に代目山では八麟i必という、並木橋の繁イ在mに続く 一u箆道路にl而している{王様を

!山納or川住棟としていなかった。こうした既存の尚応街やitii/，，¥との倣oということが下町型

のアパートの 一つの特徴といえよう。

まえー IH.J門や三日lはオフィス街に近いところに立地し， y，ji，打サラリーマンMをターゲ‘ノ

トとしていたと惟測できる。また、大塚女子や江戸川については、 fA似のない田IJとして

のれな下川の不良住宅地ときわめて近いが、箆災前からの住宅であった岡

次に、 l別手07年のHil首会アパートの居住者の家政人数と総業を見ると、 (附:17、3il) 

まず、 家政数lまj$身京や独身IJI!の設 i(l されているところで向いものの、平均(~)には 3 人程度

となっていた。これを見る限り、家族人数によるアパートの立地特性はあまり見られな汁。

図 37.同潤会アパートの家族人数比の比較 (昭和 7年9月 1日現在)
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一室を主とする忌低限の種績に属するものに過ぎなかったJ55と十八年史にあるように、同

利会アパートの計画は国間を切りおめた中で行われたのである。

前出の服部八卜利へのインタビューによると、

!日]潤会で;ま(行灯郎尿i立=守王者注)やらない。どの部屋にも窓をとる。だか

ら 、 '~Jjffiの木造住宅のプランをアパートに直した。今のアパートとは違うでしょ。

干tの部局は外気に触れるようになっている。56

として、肘室が必ず外気に面することを重要視していたことが分かる。この原則{立、 けた

f.il住宅釘iと衛生価値J を論じた川元良一の主張が反映されたものと打~ ð!'1できる ，

また、中村究中村TIは、

アパートメントの‘ド問1 ，汁 lihj を此を能率的に計 Ilhj しなけれ:まならぬ巳J~'~ I jを待た

ない.建物の総~Í'f.から入 fJ，玄関、広!日1 ‘ 廊下、作附段苛 の ;l;I fli部分と‘使用し

nべき部分との比率を第 次平面能率という ，之を111米るだけイl平IJに比をlil"llhjしな

ければならぬ ('1'時)

lム11:]、土:1刻、断段A，y，の共用i沼分を除きたる絞りほふく此を つに分ける Jj.iJ{/U

米る。11t~r部分 (renteable space) と暖房室、配7目前、 J~H(HH，物iri ‘ ~~;flg 人京 、

1.1ノj布、柱建械前、 a江主目" J'<!i;1浴場、娯楽宅、 JUυI>H車市、"立iFR交換可(令、のア

パートメントのサービス及び合型上に必裂なる郎分の つである アパー トメント

の干l而f走中と"え11、;1;I11;，(i;分と賃貸出l分とのtt，軒 (;，目 次、1"1([1能軒)を以てする

を作通となし、此の比ギが ï5 % 前後を以てその t~:'{ i 11 ~ とせ ら れて/，1; る ('I'm~) 1， 
!iは手I([j能率に怖i端に拘iJtするものではないけれJにアパートメントのill築家が‘ド

凶Lihlhjが/U米た11与芯必ずその平面能率に就いてIli'.lli川の吟味をなすべき必裂をJ2

Lうるものである川 町

と ‘I'I(II.汁jllijについて述べている。

iド[11[[ :B}Jは、 「アパートメント・ハウスではf{i官民数をできるだ:t少なくし、またJYi宅の

liliWは柑!主にきりつめて;11"[Ihjされるから‘ここでの生活を(史平[1で快適なものとするために、

;刊;wの巧みな1史JfI[二の中ム彼や.主体IJo設備の充実繋備がィ、"1:欠となる :i8としており 、戦前

戦後をjffiして、1llf;住宅の杓而tll'!lhjが?百に、戸数とi問問との栴闘であったことを物cIftってい

る。

以下に各アパートメントごとにその配信計画について検討したい。

{Jl業の比率を見ると、立地特性がやや反映されている。つまり、消砂通り、中/郷.柳島

の下町のアパートは比較的会社員や公官吏が少ない反面.脇工が多いことが分かるω しか

し、アパートそのものは周辺の地域と比べるとかなりホワイトカラ一層が多かったというの

が実際であり、下町だからといってブルーカラーばかりが住んでいたという訳ではなかっ

f二a

1M i' I ~ 、の;立、渋谷は特に新聞・雑誌、記者が多く 、戦前から周辺地域から「共産党村Jと呼

ばれていたTT1;(が般祭できる。実際に、 雑誌 『改造』などの革新的な縫誌、をめぐる菟罪事

n. I償1兵')¥('1'J は代官山を舞台として起こったのである。

ロ 其他

. 学主

目 商人

凹 括工比運転..

ロ がI~[碓誌dc.: 占

包 f(白

図 会と仕組仔tl

園 官公吏

図 38同潤会アパー ト居住者の聡業比率(昭和 7年 9月 1日現在)
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55.1942、川沢小 IjQJI編. I" I"B官会千八年!と~ ， PP.7Q 

f'n1!・代i01[7'パー トにおけ5G. J 978 三宅i干U'.野1[f[[ 1ペ川畑11Jif、 『集合住宅における11:みつき
る1Iい}j，制i'i J、1'1'67.7-1、日本交 f大学卒業論文

ここでは， Iiilrl司会アパートの平而計画を統観した後.全ての[，'lrl'iJ会アパートと猿iJ辺町;~

['，1作宅の敷地，itl!fJjについて詳細に険会Iして見ることにする.さらに単なる配行計l由lのみでは

なく、ド;[洲会アパートが白するデザイン的な手法についても、できる限りその設計思惣にも

とづいて、.JS-~{するこ とにしたい。

[，，1 間会アパー トの平 I~ïは基本的に. 2室を基本としたものであったu これは rej初建設絞

るアパートメントは阪られたる1'(額を以て.成るべく多数の住宅を供給する必要に迫られ、

fill築学会パンフレソト第五集第九号、アパートメントハウスとJtの管思法J、建築57.1日33.'1'村n:.
乍会、1'31
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里 - ~-----------E 国国

まえ.ここで興味深いのは、柳島のj苫舗併用住棟と中ノ郷のJ苫舗併用住棟がまったく同ーのものであるということで

ある.つまり、同潤会の初期においては.設計プロセスの簡略化のための「但設計Jを行い.階段室の数をm滅すること

によって、それを敷地に適合させていたのである。こうした型設計は、後述の青山、代富山についても行われていた.

図 39.配置計画中之郷アパート (1/2000) 59 

図 41.清砂通りアパー ト (1/2000)61 
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.5= 1 20Cl0 

'1'之郷アパー トは‘ 6陣からなり、!t会所となる阿苧のある'1'1立を:iflliの{上械で緩やか

にUHむ'1'1足形式となっていた、北側にな曳船川となっており、川沿いの辺に治った 2械が、

l叶?を'11;制OfllllU，，:.としていた。'1'1足側には、このjdi品lifJf川IIIlIiの 2H!の'.iJG!')のフ 7サード

(ダス トスートや配竹がむ、き111しで見える)が面しており、数llIiで'I'liIを1mむことより 、街

路にl(ij-y-るということが桜先された配l?ldriillIといえよう。また、代目111の三階illて(1隙 (後

述)をi泳いて、(I:J'の1(11する Ijfrlにあまり24を使っていないことほどのアパートにも共通し

ていえることである、

名" ."置。アパートメント
R肩書 買事信江夏E白河三好

・工霊 192ti 
F ・ 悶戸(底舗向3s戸.箆身向 138声l
... 3・・ 13・l'値・3・.t文 明帯

・・ 旧総 買大工町アパートメント

i，
t
;妙通りは、 1，，1il~J会アパートのなかでも政大の 0:戸数を誇るが.敷地 ; ;t . IIHに民地を侠んだものとなっているゆこれ

;1， [1..: [Ihj ~;'i.f.I!1による換地投;n と|古川平進行してill設されたためであり、この泌総に|刻しては fi~rJ命文に詳しいの 62

この配irtμ|を見ると分かるように、 i，'l砂i泊りでは、基本的に 「街路型lの配Utiト[thjを行っており 、区l珂笠思によって

できた新しいi!i~~に.十E々な '1'1.廷を形成しながら対比、していった。特に*州に，tる71~f沙ji!íり沿いだけ ι1 階悠てとなってお

り ここには必ず底舗併用住棟が配されている。また、狙l身向の個室も配されており‘ 1 ';fii1の 3.4階、 5号館の 2、

:1. '1陪が独身室となっていて、他の階には家族1<')の住戸が配されている。このように.同じ住僚の上階部分に独身宝を

配することは、その後三/始、上野下などで試みられ、江戸川で完結しているが.消砂通りのこの試みはそれらの先駆的

1.'ものであった。

ここでn口したいのは. 3弓一館と 7~;.釘1である。これらはいずれも前砂通りに l面する部分を tl )0，'1とし.その蕊側に 3

~'í のiI:'主を E没 ií'l している。つまり 、 iつの階段主に 4つの住戸が而する形式を実製している。川足良ーは.

図 40.柳島アパー ト (1/2000)60 
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み新しL、1:<'II"i;;~ j!H i!ií!X:こ 1<')かつて正 lúï を向けており、(!:1lIiの牧びは摂 Jf;な配炉|をとってい

た。街路にI(tiする部分は l陪が!万舗となっているが、ill側の:lllliは住宅，Ifnlとなっており.

それそ、れの小さな'I'i迂[光!立というべきか)を通って各(JI'へアクセスする形式を探川して

.5= 1 古田

いた。
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この阪な l階段主に対して4つの住戸を配するために l階部分をアーチ唱の迎路とし.そ

の上部に居室や階段盗や短い渡り廊下を配する手法は、 m砂i必りだけではなく、山下町.平

沼、猿江共同住宅の lけ館などにも採則されているが、これらは主としてウィーンのジ一ド

ルングの手法の筏倣であったのかもしれない。実際に、大きなアーチの上i1{1に居室を配する

下法は、 1 92" iJのカールマルクスホフや 192 1 年のスパンへンなどにすでに採用され

ていた。

また、 7，'f砂i泊りでは、非常にバラエティに富む住棟設計がなされており 、まったく同じ設

社のfi隙は、 8‘9:}t!nと 1[i、 1 7ηt!i自のみである。これはろ )91にわたる仁川の長さによ

るものと与えることもできるが、問問会ではこの工)91の.lkさを利JlIして r集合住宅でまち

を術成すること j についての係セな、空/:]1デザイ ン的な実験をliう場としてf¥'liil_l付けていた

耳E忽的に云えば各階ー共用部に対して二戸を以て限度とする.三戸以上となる

時は民の中の一戸又は二戸;ま吹き通しの通気をl~る事は困難となり又日光直射をし

て各戸に普通的ならしむる事も亦困難となる。63

として. 1階段室に対して2戸までが理惣的だとしているが‘実際の同潤会の設計では.

! '数を消化するために l階段室に 3戸、4戸のものがざらである。

1，'1砂通りの l階段室4戸型l立、去の住僚と裂の住l;Irとのnnに階段宝を利用した短い授り廊

ドを配し、 1 ~幹部分をアーチ状の通路としたものである。 中村克中村克は1ii14 2のような関

I(IIを参照しつつ. 1 ~普段主に 4 住戸のタイプの計阿について以下のように述べている。

第一 卜七閃其の五はウィーン建築家ブレンネル氏の考案で四戸の中央に階段

を設け踊り場よりl.U入りする案であるAとBとは従って 級階 (Flight)の床高の差

がある、此益三は各戸の二Jjが自らとなり、 i凶風を殊に;rHl.!すべき日本には行いuき

形式である。64

63 1922、川元良一、 1m合住宅飢とJtの街ゴ価1山、j]築制t必126:;-. P 23 

t; .1 . I!J33 、 'l' H~. I j]築γー会パンフレフト第五集第九号、アパートメントハウスと Jtのñ~法」 ‘ ill築
γ会. 1'26 
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図 42.1住戸に 4戸っく形式の平面
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のではないかと思わせる。この「バラエティに富む平岡計画j について、中村J!中村J!は以

下のように述べている。

借家を目的とするアパートメントに於ては同ーの室数、面積又は仕上の同一形

式の住宅の反復を出来る限り避け一つのアパートメント内の形式の変化を市ましむ

金三豆主主主。アパートメント内l二形式多きはアパートメントの前々もすれば務込

み1i.き弊苫である所の、単調無味の弊を数済するものであって、此をホームライク

となし、家庭に対する愛活fを閉さしむるものである。

)(1司判会経営の実際に徴しでも 、 形式の多きは一般;釘~を満足せしめる関係

1:，アパートメント充実率;ま非常にI也大する。部hlの空室となる場合は、一つの形

式が非常に多き場合に限られて居る係である。此が放に&近のアパートメント設計

ではあらゆる針力を傾けて、 一つのアパートメント内の形式のm加をはかつて居

る。そのM);，としては標準式のl¥'lJJrJである日fIちt京市式を-fif!に11めず数簡の形式の

制lみ合わせを・'i[仰とし之を反復するのである。 j尚之を只体的に説明すれば、 戸

の判i.l問lち奥行iま統 して r'に要する長さ問lち1::[11を変化せしめ宅数等のj[を付

けた形式ご悶を反復使fIIする方法である。J!物の剛ilJに;まliiiiliのl¥'llilJの倣いに於て

必Iljlせる泊り特殊の形式が自然に必~となってくる。 以上 。立大体半 1(IJrt-Jにその形式

の交化を求めんとしたものであるけれj七、此を I't:体((.)1こl火せられたるものがあ

る。 1:階にゼるほど l セ y トパック i せしめて作燃の建物~Wを変化せしめる。 然

る1I .'iは、時~hにJtの際司l~ 形式がflJ i主してくる e沢であるから形式ほ11 常に多くなって

米る。此;ま独り形式のJ1')!mのみならず.道路の探光、J!物II体の採光等lこJI"，j行に効

*あるものである。65

ここで中村は、アパー トの外部全問の変化を日ませるため (以似の'i1..itを避けるため)

とH仰に、H々 なバラエティに白んだ平而計耐を用立することによって空きh¥の発生唱を防

ぐため、という こつの山 111 により、バラエティに7~rむ平岡形態を主張している。また 1標

'1
'
;式lと呼ばれる型投rJt-の組み合わせを 1-1位他」としてこれを繰り返すことにより 、合.8J1

(Y.)に変化に7;¥'んだアパート空間をttlrttする伎法を説いている。こうしたJe';J.;;之実際に|百H司

会アパートの‘役社とも合致しており 、中村のこの発言は、 1，;]洲会アパートのs没t汁に例わった

xの.ぷJ十プロセスに対する言及として、きわめてm.tIな，~味をもっているのである 。

さらに中村は‘具体的なアパートの敷地妓法に関して以下のように述べている。

i止も多く行われている建物の配白方法は、直線Ij'J，コの字型、 l型、 H型放び

それ7rの組合せである。住宅経営地が地価の安い郊外洋にある時はl町線型の並列式

が建物のプ'jf立1'1光i温風を良くするために良<mいられて居る、献し此は敷地の非常

に白 111 に取れる場合にl以られ又可成り当1.ll~に務ち人り'ムーいので tfi街地にあるアパー

トメン卜には余りt.;:;nされていない.

î.!l卜三凶(道路と中庭が反対のもの)は中庭が建物に凶まれ浴ち~t'i: f.， )た感じ

と街路より見てJ!物の安が一般に堂々と見えるが第 1 -凶の場合はl判定が道路のー

日 1933，'1'付rr.‘
学会、 P30 

Jill築乍会パンフレット第五m;g九号.アパートメントハウスとJtの官理法J，建築

部の如き感じを与えて中庭の落ち着きを失うけれ共市街地に於て尤も通風の盛んな

る道路と筏絞するが般に建物の通風は極めてよくl!';卜三閣の配置に比し非常に優れ

て来る、依って段近のアパートメントではコ字引にする時ほ第卜二関の配的が多く

行われている、コの千三引の変形と考えられるものは第 I'VqMの如く郊を繰返し加う

る事が出来る。

1 'I'llこ{れ 1ても?fi卜1，閃第十六図の二つの形式がある、己11ち般地の長il1が道路

に接する場合と短辺が道路に後する場合とによってI>()jllを生ずる‘自官論iJ!物の機能

&.びi泊風から，-1'えば第ト 1.i1'<1の配置がすぐれてレiるのであるけれj七、市街地に於て

は第|六凶の ~II く道路に凶iする1m口が奥行に比して狭い政地の }jが多いのであるか

ら寧ろ第十六i刈の自己白が多く汗lいられて居る。 ー般!こ 1'1'1:ま紺11去い敷地に!日いるの

がイl平'1とされて肘り、 11明には比較的複錐化したUlIヒ凶の如lきものもあるが、此

形式[ま慨して全地を i泣([せしめて空地の能率を ~II;:寸る欠点がある，

tlut也のIfJ状が不時H!l1/与る場合に;ま前述の凶器証明、コの'(""，1. 1 明、11明、専を

附々制lみ{~わせてJ!物のt'ic ìi'(凶 を作る 。 66

図 43.アパートメン卜の配置形式

出!艮!itj開

!l佳ZJ瞳重量 間Lj国
このように.コの字型1. 1型、1II犯といった基本的なfU'.li日汁ドihlをー敷地にLιじて配百して

いくのが、同澗会の設計の特徴であった。そういう怠味では.係々なf主Hi，i[llhjを裂するffi砂

i血りは、そうしたアパートメントのプロトタイプの組み合わせの、ある!il!の実験場であった

といってもよいだろう.

IiG.1933、中村rr.， J j_ß築学会パンフレ y ト第五集第九号、アパートメントハウスと JtのñE~it J 、lJl業
学会‘1'1日、 20

費時 3~ 峨前のアパートメン卜の計画と住環境運ぎ ー137-
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図 44.青山アパート (1/2000)67 

200日

山の下の11宅として:没dlされと山111アパートl立、)，1;本(t'jにな夫参辺:こ沿って ーμlに11:械を

配しているが.全てwどの 111 の(1'1.';であった。ただ 、 児 m公 I~I を UNんで 1; Hiによって、綬や

か/，:'1"足を形成して汁る.t，t.(は、かつ、夫参i互に閉する lつのIi隙が'1'1.足U!IJに泌を向けてお

1]， 'i'J郷の下i101こ近いといえよう"

図 45.代宮山アパート (1/2000)68 

日7.199口、大月敏雄、 f l，羽'~会アパート l 、船主主徹. s;(広..il編丹 rsD Sシリーズ rllミ台 ! .新日本法
tJW:Il!i 
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代官111;ま‘山の手の住宅として設計された。これは.代富山の家族向3階建ての住僚が青

山の住棟とまったく同じ設，1十であることからも分かるが.さらに進んで 「回尉都市j 的な位

協を11していたといってよl、a 敷地内に;立、既存の道路の延長として、 iイチョウ通り」

アオギリ通り fスズカケ通り といった樹木の名前を冠した街路がJ2計された。このよ

うにfJ:宅地内の通りにつよって街路樹を変える手法は、レーモンド・アンウィンの設計した

ロンドンの日1[主!都市 「ニュー・イヤーズウィックjで試みられている、そこには「シカモア

{多カエデ)通り j などの通りがあった、レッチワースやハムステ y ドの初)gJの悶悶郎rliに

;まこのような倒木の名を泊したI!!Iりはなかったが、それでも通りによって樹木をを追えてい

之、こうした手法は.アンウィンがI-J本の「花見Jの習!l'iにヒ Lトを1!;'て考案されたとい

う 的このような問闘部r1ïの，Truhît止法の一つが、代官山に採111 されたことを考えると、 f~ 'Ei

111が.戊災前に内IJJ符 ー が点 J;Cの州立~íにつくることを促楽していと 111川町;r!irの流れを汲

むものであるということができよう ゆ ちなみに 、 東京の郊外にjj白人なされた H~'IJ会の木造符i泊

fi"tl HJ也の'1'では、 (flJiUI宅にこのような樹木の名を冠した泊りが礼られるくらいであっ

f~I'; 山に;立、 }.f にJ1l身械が政I出 ~tv4 û1IJ に並べられ、いくつかの州山、 [t .;;仁以来京、銭湯

がれ地'i'火の f内Jム比jに配されている i氏乍の表通りであるハ怖泊に1Mすることなくこれら

の同業胞Iた ・ J ~)"d主Jtが政I也'i'火:こまとまって配されているこ と;j:. "" il~1 会が代1:" 1 11 に、 1.'1

1証明 J位と 。 j:i;I)り離された 1I 心ー した出[を術怨していたことを ~U付ける す1.;.nちこれ，ま 下町

'71 の アパートがIl!Wの街路に的け込むI~で住棟配"主主を I iっていたの，二反することからも、代

'(';III;.t独特の{占rji'il-tけであったことが分かる。

さらに‘ f~I:" 111 にほ l 、I 体肌IJ i，という 2階建ての位鯨が、ii'，地11'1斜1(liの苛 r¥':i線に沿って

ill，;'.tされているが これ;ま代'1":山のオリジナルである。こ，t1;'Í '，~!l災 11な から IU';利泌が1:悩し

て 、た|卜別 jlt'::~が人)，"できる tf(ねl.llて長屋から米ているものと，!J.~われるが 11:1 i~主係似の

ためにー 住宅の ï(íj h~を切り♂1めながら r ~!.L:Ìr していたとは忠われな!じまどの!氏作 t.'l となってお

り、 l村側の方向をかなり in倒している ことからも、代行山が、 同の 11 1 l-:ilnI;r1i1の杭忽で

あったことは忽像に難くないのである 吊 また、代官1I1の初めてのtHtが!lfï まった年に沖L，~~*

倣線の代I:"UI!!J(が|刷業して、ここが間後「印闘訓布駅Jとつながっとことも.あながちI出然

だとは忠われない。

G8.ln日仏大JJ敏雄. fl口1~司会アパート ， .船越徹 ・原広百i端./l' r 日1):3シリーズ r ~ ;T J J 新日本法
時，!L!¥版

G~1. 199G 、 l前昨 日11. fイギリス人のiE見1. f読むクス，)，、 r;坦川.i:H.l 1 1l11:11I、1'1明 ;'97、
主主イト秋社 より. 樋II.'J.~ I耳数倍(新潟人;学工学部)への聞き取りを工ソセイにまとめたもの
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図 46.荏原住宅配置図70

図 47山下町アパー ト (1/2000)71 

名毎 山下町アパートメント
所在 .漢市中E山下町

・工'"191喝
.戸徴 158戸{信網向S戸.撞'向田声}

m・ 3・・E・
耳障紙 鴫存ttす

Lりm'>.一一 _2呈.ft[L..

d 

lilii恨のILJF田Iでは. :JlliH車道の敷地に. コの字型lの住械を~ ti ，jfi べる ~cl"i をとっている。

11:戸へは中庭からアブローチするようになっているゆ lη由1;1. 内出IJの街路に而して18舗併

Jllfi 戸がつくられ‘上階?にj$身不がとられており .'t'll'!;に対するアプローチ;ふ大きなアー

チの l二郎を氏宅としたエントランスからとなっており、 NHiyj泊りなどで試みられた下i1;がj荒

川!されているの2~ ittr¥;ままったくの家族宝型の{上戸が配ii/(されている a

70 1日初、 !也築りr.mi'i耳'< A、ja小住宅1、iH洋社

i 1 19問、大11敏娘、 「間判会アパートJ.船越徹 原広百l編符 J'SD Sシリーズ r!t:ri J .• 新日本法
MlIHJ恒
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図 48.平沼町アパート (1/2000)72 

名.寧富町アパートメント
所 在 償漢市西1&'1'車町・工年四百
・E声11 118戸

現・・ 3・量1・
現状 視存せl"

ー一一ー一一一ーー1 1

・5=1 百四

@ 

'ji.i?l町は市北に細長い特殊な形態をした敷地に.南北舶に治った{七十<liが‘ド衡し、その間の

雫I::jを、 l 院をアーチのi辺郡部分とし、 2、3階を 2戸の111iとした述結部分を ，1つつくる

ことによって椛成している。 1昨?をi且り抜けのアーチをして、その七部をIU'，とする手法

;立、 itlJ砂i凶りの 3、7~ ifu1でも試みられている。

図 49三回アパート (1/2000)73 

名綜 三田アパートメント
所 在 東 京S君E三回

・工年 19e7 
11:声信田声(1I!11陶18戸i

m・411111・.1実 現存tます

115= 1 :2(四

二 IfIは‘ l陳によって小さな中庭(というよりは光庭)を附んだ配i?lで， oJ'J迂にはー111下

1111でぷみられたようなアーチの仁郎に民主を配したエント ランスからアプローチするように

なっていた。 ここも上 1':，1階を独身主としており .表の街路 fft~分は ，1 階 illて、泌を 3 階建てと

しており ‘!日l潤会のdi街地における配i白伎法がコンパクトにまとめられたc-nllllrといえよう。

72.1996.大月敏鋭、 「同潤会アパート j 、船主E徹.mr広司編著 rsD;; '"リーズ I集合!J、新日本法
続出版

73.1996.大月敏雄ー I問問会アパート 1.船趨徹 '/f，t広百l編著 rs1) Sシリ-;(I集合IJ、新日本法
脱出版

第 3章 戦前のアパートメントの計画と住環境運営 141 



• 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一三 一一一一一ー一「哩~曹司~哩"""哩司自圃.... """，."."""'~一一一一=一 一一?ー----"==-，，----

図 50.三ノ輪アパー ト (1/2000)74 

名・ 三ノ・アパートメンド
粛を 買京・lI!JlIl&.8・E

・工'"19<7 
.声量 喧声(鎗身向19声}

綱領 4・・2・
現毛実 現存

図 52.鴛谷アパー ト (1/2000)76 

名・・ ・谷アパートメント
所在 .京笥飛川1&.8・E
・工'"19田
."I!I !16戸
m・ 3・・3・
.ミ末 現存

④一語蚕
電通)

.S= 1 :z民狙

; /始の敷地i;l:. 211iil.&道の狭小敷地となっており、ここにi泣仁階を'1'廊下型のJ虫身宝と

した 寸断illてIt棟が2陳平衡に長ぶ形式をとっている。この4階部分の独身室，立、 3階まで

の米政["J(IJiからキャんティレバーで持ち出レているのが特徴であり ーこうした持ち出し式

の部分を出身引と したもの;ま他に、 l: ~f下に見られる。

.5= 1 :1(潤
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f~谷;忠商側が主張街路に 1m しているが、ここにJ苫舗 OrHJfHIUま配されなかった。 3 つの

fi 械はそれぞれまったく見なった形式を布しているが、デザイン(~"に;1..便所の丸~や建物

コーナ一部分のアールにその特徴をイfしている。

また、附s1jiのいくつか:1.. "iJに政けられるような通路となっており .政い敷地に高容w
でil:t没されたこのアパートのlLJ，'~りの似J't的関敏感が社!f*されるようになっている 。

図 53.虎ノ門アパート (1/2000)77 

ー画書頭蓋③

名勝 II!ノ門アパートメント
所在 東京・千代田E・'r関

・工..191Il 
III戸I!I 111*両副戸
縁側. 6崎健1・{勉下1帽}

調伏 オフィスピルとして現存

旬司 問濁金志郎の-1Ilにつくられた111*
同アパート. 富良に~'C1l!I副会・情織
にi!II毒事

.5=1 2IXll 

J-. ~f トも - ノ輸と l司じように 2 而 1.&道の狭小敷地に 2 1J1i配する形であるが、 東側の街路

に1(liした l防部分i立川知lとなっている。西田1)の{主lJIiiま4附illての 4昨Tfm分を'1'腕 Fの独身':ii

I~! としている。 .S=1 凶団

!えノ 1")は、はじめから事務所(向山l会事務所)米男子山川の似身郎として‘没drされてい

る。虎ノ門の官庁街のただ中にあるために.高容積となっているが、 4断より上部は街路か

ら少しずつセットパックしている。各室には、他の向澗会アパートにあるような窓の手すり

(/1'.台)は設itiされておらず.I，Lかけ上、オフィスビルの似を日している。

7，1.19側、大H!量級、 I同問会アパート 1.船匙徹 .fj;t広司編苫 rs0 s '-'リーズ「集合 !.1'新日本法
脱出版

76 1996、大月敏雄、 f問問会アパート l‘船越徹 .JJ;irz:司編苫 『示。メ シリーズ rm0J.1、新日本法
脱出版

75，1996、大月敏鋭、 f同制会アベー卜I、船匙徹 b-;f広πItol1.:r:) D:;シリーズ 「集fiJ .1、新日本法
品HW恒

77.1996，大n敏雄. r [， ;I~司会アパート J ，船主E徹 b-;t広百l縦，/;:rSD元シリ-;( r !t~ 1 J .新日本法
刷出版
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図 54.大塚女子アパート (1/2000)78 

8・大.女子アパートメント
慨を 賓Jll・文京E大.
・工lE 国首

竃戸・! -同 15B声
規・ 5陽電I!・(1$下1帽)
現状 調帯

大l;rf.y:(もI}i:/I"Iと1，;Jl主に非常に両容的で建設されているが、他のアパートと巡って街路

と芯反対011)に"，，:起を設けている。こ れはこのill物が』王子宮古という特殊なIlJi主であったためと

与えられる(プライパシーの存在保)。阿世1)の主要街路に1mして;;i，h~i舗があるのみで.共同

の土:1見じまl判側の側近lこs没けられている。

/一

図 55.江戸川アパート (1/2000) 79 

所在 l(京・・町竃I&Ii小川町
・工lE l田i
能戸Il 11盟声(底偏向1声，皇室身同 131声)

綱・ 4111・1111.6・・ 1111(10下1層}
繍続 現存

.5=1剛志
「一

.5=! 2低j()

，+!lIIfアパー ト、 |υH司会 般会J十川I，'[jのアパートメシト としてlufiz:こillてられたものであ

る 恐らく、総ICili問fM;j住宅の、必i品収用によって余っ七敗地!こii:『ftされとものとRI，わ才1

るが、これ，まさらに，i"r剖111こI調べる必12がある。

ヰ{聞JでiT('}2なの;立、j正本的にJi'l!iliド型の形式を有しているということである。アパー トメ

ントにJi'邸 Fを配したものは.代行111の強身棟(ただしこれeま 1 \'IJ11; トが市 I~I 化している)を

除!、て、点目J以外にぷ弘、円たらない，ただ.隣援してillJ没されたlail出IIIfJU，;j(!宅がj占本合]

に )lr"I(11; 卜慢であった。 'i'村 ~:['I' 村'!~は、中廊下、片廊下 [外部述結 /J式 =Open Corridor} の

特質について以 Fのように述べている，

't'IPli下辿紡}ji.ti立、'i'出1Iドの保光、特に泊臥が:11::く除告の感じがするのみなら

ず‘作戸が1"1"、合わせとなり i温風探光が忠くなるので/1¥):くるだけ避ヴたい内 (I[し

此の方法は建物の似品が大となり 、敷地の利用が大とな り 、 J~I 日 部分の経済となる

伎に、此の方法に依るは多くの場合非衛生のものとなりがちになるにかかわらず多

く探阿せられている。

外廊下述結の方法は.廊下をOpenCorridorとする形式が品も多けし.廊 Fの部

分をCantileverで持ちH1すが放に、比較的建築貨の節約を何られ、 [W光i血風共に良

好であるが. pnvacyに欠如lする政l二、高級アパートメントでは余り 1111/しないが.

yI働.{;'I"Iアパートメントには傾めて適当なる奈であるゆ"if.nのs没z汁!こかかる不良住

宅地区改良に依る改良(1:宅はー 多く此の形式を11f11せり の81

il戸川アパー トはこれまでのアパー トの設計妓法を集大成したものだといえるだろう。敷

地の'i'火に大きな'i":立をもってきてこれを侠んで対峠する I~で 4 階を I判仰)tì 階建てを北側に

配 している.

78.1996、大月敏紙、 I 同問会アパー ト 1 . 骨H~徹 原広百l編呂 rsD Sシリーズ 1"，合!J、新日本法
府/11版

79 19% 大/1敏雄. 11;;!i司会アパート l‘船桂徹・原1五百l編昌 rsD S '"リーズ I集合JJ、新H本法
脱出版

間!日郎、太月敏i1t. 1ド;J~司会アパー ト l 、船経徹・原広司縦苫 rs[)主ノリーズ !.lS{i J 新H.-t>:法
国IU/出
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つまり.中廊下型は沿高通風が悪くなるのでtHfIは避けたいが.片廊下型は「労働者向に

きわめて適当なる衆Jとしている，さらに中村は猿江裏目Tが自らの設計によるものであるこ

とをここで告白している，

!お1:~i$田 r J七 I ，ij住宅 i立、告隣館と祢する隣保館のほか、 ~l民主に木活の綬戸「場が設けられてい

た この奴JlO'.l芯ゴザ工場であり 、ここで生産されたゴザ;J. 問il司会終日ーの住宅の営繕111に

l'とわれていた。

:)、に.1i:tJ1i1"1りの空!日lの設z汁についてはどう考えられて'1たのであろうか 佐野利~?i iぷ

J、li 1 1 ij・!こIj宅における塀の設j('(，特に中流階府の住宅における時の設j;.'(についてこう述

べている。

体lのkは外にとっても倣いでないに良いないのだ 枚、街路でl司自1)に美しい

雌J)ゼ0U世な木立などのあるのと.広い街路が尚い~iI:こ U~われているのと、それてヰ

の出じほどっちが9fl、だろう。 狭いiuでも犯右の l苛泌な }jがよい H2

li との内部がきれいであるならば、街路出1)から比えても桝わない~ .かえって切をI12ifiす

るよりも樹木を何lえたほうが. ifi広うからの見えがかりもよいとしている l しかし、

ぷ均iがすそ献ないというのも、あまり l邸内くないとか、 ノくなそれによって多少

泌総の'，1;'.例えIl9J'0心lこ駅られた者の行為など もあろう 或いf主ムヤミに((Jtな

どに人ってnいたくないM 間

とも述べており.必波lu低限の~!1の g没i泣の必'jliーを"買いている これを |υlil閉会アパートの

tJ';のJtiltについてはてみると、柳.¥j)でほ:l)]1旬が.I15砂巡りでな既存のdi街地に而iする全て

が盲その他のアパートにおいても隣地とはほとんど万年槻で1'>(切っていたのである 9 このJi

ij'ff，，:士、1)'股為1'':の.，'}-';.主によるものであったということが次のよによ :J縦測されるゆ

(()I雌ゐ占lま ='Ti .xtl) 限l点大震災の~:~々 FI くらい、その耐rJ梢jiEになった品

川 II句会のl.ß物が !!!\'Jlだったことを報告して、伊月.がま)!!~J!I~XEî:に 1人/1 11 を引つはってい

ってそれを凡せたという j コンクリー卜の!jfド彬の今泉など、 l人l川ぷ今 11でも()'必

のアイデアを，;';j<，if価している。

また、川I閉会ではIMJ(，j[両を41.. ，1';に重要視していたと忠われる。

之て平 //1木のr~î'U品値は(ー)陰影、庇影を作って f.~! LI f.~!風を避けしめ.気温を

謝節する ') 1 信氏五度乃至七I主(本田林学n~士)に及び(ニ) 空気の乾燥を~)jぎ

(三)地表の温度を調節し、 (四)土犠を清浄ならしめ(Ll)空中の炭般瓦}析を分

解して目差点及び 「オゾーン j を発生し、 (六)管<1'略上主.i\:姥~~:を強過し (.t二)M

1>1
'
を沈仰せしむるにある。84

日119ぞL rll 村~， lill'l¥学会パンフレソト第五m第九号、アパートメントハウスとJ(の竹EI!i1:1 出築
乍2、 P24、25

日21922， I~' 盟f利球、 [ 住宅の~i(に就いて l ・ 『新住宅』、 pp.5、iHi下11:，A，E1Iil:111 

H:l 1922、佐野手II;m. 1住宅の時に就いて1・ 「新住宅』、pp.6，洪f下位、人;正11年"1

H.I 1 日22、川JじH 1m台(jーモI!iiとJtの衛生価値j、ill築維誌.126:}，P39 

と. 111元;ま述べているが、代宮山で;ま建設前の敷地に生えていた木々のいくつかを残しつ

つ‘新たに、イチョウ、スズカケ、アオギリ等の樹木名を冠した街路を設計し、居住者の話

によれば凶季折々の花がたくさん咲いていたという。また、下町のアパートでも、建物を街

路からセットパックした空地に所狭しと木々が植えられていた。もちろん大きな中庭になる

とそこにも梢えられていた。 Wi!沙泊り)

3.2.4設備計画

次に、 1 ， ;lä司会アパー トの，jï {ltiîlfiÎでの特徴について与えてみた ~， IKl和三 fl'I 1 1:;'の建築雑

4:ニ:J.代'1¥111、内111、'1'/ 郷、柳川‘ h~ff宮、通りに 1l!1 しての it従捜~が ， 1占 っていて . そのう

ち512備のJtlを'1"<)と以卜のようになっていた。出

h可証'lI.土， i'1 V!ii J..:.~

)~他地質に応じ十j'(打、 1)(，凶l杭打文はベタ打、鉄筋 コンクリー卜|造とす

外収11:1 全部制[1(li人jU{I洗IB

氏(1:1: 1，日前 l コルク l 似の1: 1こ薄縁二 íf~ 張‘ ;'1i;;主化粁 コルク 1'J1m 1-.， 

Hlし <1'/郷 'アパートメン卜 l及柳品 lアパートメ シト (引 lQj) ;まれ1:'1(キ

ド入11玄関‘回目 F.Trlii&その他の土/::J防水 1モルタル 11: 1投 i百;阪必，階段的

l師比例尾1.1i砂利洗tl¥しx;ま 「アスフアルトj検11:1、

);{似11:1: J-Lてl>iih¥似 lルーフィングJ ，~附 IVi り シシ ダー ・コンクリート l

防水モルタル喰11:1:. -:'ft; 1ループィングlの 1:にu砂利倣布

内部峡比六Jj:(I:1'. rコンク 1)ー卜 J11'¥に漆喰r.f..II，'"のー郎防水 lモルタルl

|ペンキ 11:1'. " 附段右の 11!~ ， ・1部人造G洗11¥ω L昨日':' 引にて本州大jj: i#.I~HI: 1とせ

るものあり。

疋i円&.illH .ii1作.柄lll'mは米松を主とし‘Jt他に米同iliHI. (キドま:19，1:1¥人11111

i立木製鉄板Itii1) 0 ill只は一般に米杉.すべて制下F市内l!11I.(1: 1は iペンキJ~及

「ワニス i 廷 、 II~ii&台所の窓には換気小窓を附す。

設備 各戸台所には五t:J折、給排水の設備‘台所111 般家l:tを1没備し、尚賂芥処

111'のためnPに附芥役人円をぷけ、台所より直ちに :シュート lに{立ってk!.外略芥

1Îi に i凶ず。 f史所はノド洗式、洗h~場及物千島HまWJ に ，11< 、川市の綬!万111 として瓦斯

行引込、特に独身 iアパー トメントjにては作引に上t:)軒吊)'1' ('1)什を úiii え火鉢J~

七輪代川とす。85

日5.192i、 f問問会アパートメントill'l¥工事概要l、 『建築総局J1~lfJl l 年 ï FI r}‘ill築学会

HG.192i、 I I ，õl~~ 会アパートメント ill築仁 τ" 慨~ J ill築雑誌498 片、 P 106 

rtl3 S量 破前のアパ四トメントの針頑と伎混成還:li ω147-



μ2Jトに際しては， I元来アパートメントは外国に於て発達したものであるから‘我が国民

の風俗河!iil-.来たしてー般庶民階級をft'i家人として獲得し得るや否やの銀本問題にも議論が

仇した 87というように、本米給米品であるアパートメントが;nたして口本の一般庶民に受

け人れられるかどうかということを.住宅経営上の視点から疑IHliJiしていたことが分かる。

f:/i川、 アパートメントの特徴は没レ難きものがあるから、之を技凶民の生活一線式に適介す

るt'kiS~主するに Ij~ては、将米の相.í rlîの小住宅に一正面を 1m き件ると Jう雌 I.J を以て、 j位心日f

'JC r・j、を必らし J88て、 「今iit米の長k!.程度の貸家に比較しー本会アパートメントの特徴j

を以卜のように幣均している ， それそ'れについて.実際に、lílL'jの jti~ (i宅，ìt- ll町と比較してど

れれ特徴的であったのかを検.i-tしたい，

(1)鉄筋コンクリート浩にして地戊に宏一全なること。

鉄筋プロック iEのfJミ fT住宅;ますでに償浜市、!，~，U;(djによって .t~:みられており、 11i

れ比Jf i 壬で;土それがr!'!:I*Ai;~災をいきのびている。

(ロ) t!t ，n~I('lのものは作1 '1止にト燃riの附伎を，11けllll¥人11i::J:防火l'となし火災に文全な

ること。

イ1¥人11の11)j火/'.立、米松の1，1:に鉄板を巻いたものであり、 iりlり取りのためのガラ

ス，11:1制人の日}j火ガラスとなってい二》これは向山会のオリジナルと与えてよいであろう

(川)it ¥tを"in¥jにしl'約にむを111い際線の不安少なきこと

.it lt を t~~! ， 'il にしたいう'，'，(でな、 (ロ)の ~Jj火 1，，';まい紛 i) ，立しっかりしていたが‘

外ぷ :':1(11 寸る窓辺).!i本((.)に木製サ y シであり‘戸締りが~たしてどれ f!J!: i'~I ，'，i となっていたか

につhてιよ:、ささか不安である内

l 人li刊の íll\ tにつhては、づ 11' とI;~でm}j~ されていたω これについて;ι1 1:1'仏l の作本のデ

ザイン((.)な ö:味付けと深く 1~ljf して~ ~る 。 つまり、f'1li開会アパー トの家政I('jl ì:!'の土、 l長1 ; j.)，1;

1.(10)にf1dliりであり .これはデザイン(I'，jに 「洋水」であった，なぜかというと、二の玄関の

くり::1に1M寸るillH;ま全て、l1.d&りのit¥!.となってレlたからである，このit¥tの反対側が1日本

であれば、 itJ!.の ru 側;ま紙を 1~li った It Iとなっていた。このように、it¥¥ 枚の泌氏を、手11

凶 .11師iにlメ目1Iすることによって、 fll. i芋の~nHを分けていたのであるη さて、戦後のw.，淡

会で. I ， iln~ 会の1\'.[111ぷ!庶務係長、(i宅治団の計画部fJ宅課長を粍て.品u;(郎li:宅協会官，'.[1111刊

Jkとなっていた有沢.!f:ihと.同潤会のYf(住相当妓師、住宅干n~の品'H兵文所課長を粍て.日本

I1宅公11fの分，譲住宅課となっていた長品守ーは、室内の!lll仕切りの襖について以下のように

述べている。

1'7沢 江戸川;まこの/IIJ卜何年ぶりにいってみましたが， r無しのみ.でしたが.

iT ってみたら )1'紙が 1m.没、"'初のままです。あれは巴{(~イ11 を使いましてね"

品。foiI ~'a会改 ~~i併がuí';しいので有名だった o 'i;Ú)~ さんのおしこみで

(笑)

品7IIJ.¥Z.下(11-1小五日I1編. r同潤会十八年!と1‘PP.73

HH 1!J.l2. 't;沢小Il郎副. j'附潤会 1八時史』、 PP.73

吉沢 ・・・今思いついたのですが、唐紙の問題ですね‘宮沢さんの御発案の

模係無しの無地を使ったのです。無味乾燥ですが、営繕の立湯では非常に助か

る， . . . 89 

(ニ)内部の構造は和洋の生活係式を自由に選択し得ること。

→床仕上がコルク怒りの上に二重の畳表を敷くというのが同制会アパートの特徴とし

て有名であるが、初JQjの中/郷、柳島では畳敷であった。これ;ま先にも述べたように、同制

会が基本的に「山手の住宅」と「下町の住宅」を明確に区分していたことの査証でもある。

つまり.下町のブルーワーカ一層は、洋風の住宅生活(椅子式)を導入することはありえ

ず、コストの高いコルク張りをわざわざそんなところに導入しでも意味がないと判断したの

であろう。実際に建設当初の図集などを見ると、代宮山.~t山などの山手地JÎ(においては附

子式で暮らしている居住者の写兵が多く見られるが、これは一極のプロパガンダと見たほう

がよい。このコルクの導入は.大正時代の生活改善運動の立場からI1J(1まれていた(佐野利器

など)が、川元良ーも衛生凶から以下のようにコルクを主張していた。

「コルクJは抑力性あり保温耐水其の他の点にIRて長所あるけれども色彩不快

なると特異の臭気を発しX高IdIiである。近来は多くr!，場にある11:係 fコルクJは在

阪!lli央をイl しないけれども 1耐水性乏しく色彩は同じ くi't~~なるを免れぬ。(略)

敷物も亦保泊、折!除の使、及装飾的なるを~し位、践、 f五位、員xtl等あっ

て‘吾図に従来一般に使JIlされて居る授は空気を充分に合作し保沿に於て優れてい

るけれども、 l脱水性多く.其の湿気吸収量は羅紗のがJ-H~ 半.十毎日~Jfjliこは約二倍、

瓦l折体吸収も之れに準じ(京出医学雑誌厳探九十Ull)而かもMi){J:宅内に於ては毎

年大姉除の際に殆ど戸外の日光消毒を行う事不可能である。然るに紙法を室全部に

敷き t詰める ~IJもめど笠岡慌に婦除に不使であり従て!担i丈、湿気呼吸収し非衛生的と

なる.之等敷物を問うる時は毎日帰除に容易なる大きさを主の一郎に用うるは最も

衛生的である。叩

しかし、実際にたった 2室しかないのに薗般を多く取る!国定式のテープルや柿子はあまり

使われなかったし、ほとんど全てのアパー トの主主主室には吊床が』没けであることを考える

と、同潤会の主張する「和洋折衷」ははじめからその設計において破綻をきたしていたとい

うべきである。しかし‘代宮山や青山の窓に付いている鍵を見ると、床に近いffiI分と床から

総れた部分の 2ヵ所に鍵が付いており、これは、単に戸締りを強固にするのみではなく、床

~と筒子座の両方の生活保式に対応しようとしたものであることが分かる.

また、震災前の償浜市が行った1til初の市営住宅である久保山住宅においてはコルク張り床

仕上を有した木造住宅の建設が行われていたことを考えると、公共住宅へのコルク張りの導

入が決してオリジナルではないことが分かる。

(ホ)水道電気は勿論炊事及暖房用のガスの設備あること

→川元良ーは水道設備について以下のように述べている。

89.1955， r座談会 常団をCI.!ぴ公団にg(むJ r住宅9月号』、日本住宅協会

日日 1922，川元良一 r集合住宅館とJtの衛生価値j 、ill築錐誌426号、 P34

-149-



吾が国に於ては国情を異にする故之等設備を全部完備する必要は無いけれど

も、少なくも給水設備は必要であり、次で給湯設備を施すならば最も理想的であ

る.給水には上水道設備ある都市に於ては之れに直結して各室に給水し得べく、圧

力不足の場合にはポンプを用い屋上水槽又は圧式水地に依らねばならず、上水道設

備なき時は地下水の利用に侠たねばならず従って水質及供給量の点に特に注意を払

うを裂する。91

すでに髭災前の市営住宅や民間の集合住宅では水道 ・沼気 ・ガスの設備はかなり普及して

いたといってよい.しかし、ここで同総会アパートで特徴的なのは、ガスの配管を台所だけ

ではなく、 主袋室に必ずー桧用意していたことである。4虫身室においても必ずガス配管は用

むされていた。

また 也気については、玄関をはじめとして各室に l戸ずつ電灯用の電気配線が通ってい

たが.使PIiにはjffiっていなかった。つまり、便所を使用するときには.昼t::]i立公りガラスを

i泊る木版光を利mし、伎は型仮ガラスのはまった使所の扉を通過する玄関の明りのもとで用

をJ.Eしていたのである。(代1富L1J、柳島)他の'111気設備については、階段宝の踊場や階段室

の人11に設凶された?ti:l:Jや、数地内に街灯がいくつか設i位されていた， (代宵l11. 青山、消

(ψ通り、江戸川など)

また、これらの配管について中村党は、

給排水管、給湯管、瓦!軒管i立、壁体に埋蔽する 市I~は.Hにアパートメン卜に於

ては、故防.修繕等に於て甚だしき隙宮、不便を感ずるが放に、絶対に避くべきで

ある。91

として‘設備管の躯体打ち込みを絶対にするべきではないと しているが‘災際には、代官

山の11!身館ではガス官二は躯体打ち込みで、特に電気配管は鉄色をスラプに打ち込んでの配管

であった。

(へ)使所は各戸毎に設け水洗式となしたること

川元良ーは水洗便所に関して次のように述べている。

浴室及便所は欧米の水洗便所に於ては一室の中に設備し、面Il'lの節約に利ある

けれども、否国では従来の習慣上之を区別しなければならぬ。又欧米の便所は大小

雨用であって吾国でも之に倣うことは左程困難な事ではない。又簡易共同住宅の場

合には浴室は別に各戸に付けて設けず、便所も又共同として各階段室文は各踊場に

設くる事がある。すべて之等関係室はーヶ所に集むる方は排水に便利である。 93

m合住宅において使所を共同にすることなく各戸に設け、水洗式とするのは.同潤会ア

パートが初めてであった。償浜市営の中村第一共同住宅館ではI!l!所は水洗であったものの、

共同であった。また東京市営古石場住宅では水洗便所が各戸1正に設けられていた(1号館を

日1.1922、川元良一、 「集合住宅箆と其の衛生fdlifi~ J .建築雑誌426号、 P 34. 35 

9位2 . 1円93幻3、正4中lド'f'村H克~. f建築学会パンフレソト第五m第九号、アパートメントハウスと其の管理f去J.建築
学会. P37 

93.1922、川元政一、 「集合住宅館と其の衛生価値J.建築錐誌426号、 P34、35

除く)ものの、使所は階段室の踊場の各戸の玄関の脇にあり、便所に行くためにはわざわざ

玄関を出ていかなければいけなかったのである。しかし、佐野利器の『住宅論』で示された

アパートメントの提案には玄関脇に各戸毎の水洗便所があり、提案としては同潤会に先立つ

ものであった。

また、風呂の設備については基本的に独身室を多く抱えるアパートに共同浴場という形で

設笛されていた。 (代官lLJ、虎ノ門、大塚女子、江戸川)庁tJ1ではもともと風呂の設備はな

かったが、恐らく居住者側からの要望によって 「特に六戸宛共同の浴室を各館の屋上に設け

て居住者の共同負但で其の自由使用に任せたが此の節のものをj七月lすることは実情に適せな

いと見え漸次使用しなくなったので忌近何れも撤廃J94してしまった。

(ト)屋上に洗濯場を設け墜!及物干しを完備したること

→同i開会では屋上のペントハウスに各階段室ごとの水道タ ンクが設置され、そこで

洗い物ができるようになっていたほか、そのタンクから繊引きD-を使って人造研石裂の闘が

白かれ、洗泌ができるようになっていた。また、屋上には木製の物 Fしが。没凶されており、

鉄型のベースメントによって悶定されていた。基本的に 3階建てのほL-.IH物を干すために、

そのままでは街儲から洗泌物が凡えてしまうため、パラベ γ卜の(i'JさをJI"i;';に利くしてい

る。特にがI砂i辺りの lη館では、主要街路に面するパラペットが2m近くあるのに対し、中

庭に面するパラペットは 1，5m{lf:しかないことを考えると、'i!にパラペットが転結防止聞

のa没備とみなされていたというよりは.都市型集合住宅デザインの大きな民ぷのーっとなっ

ていたということが重妥である。中村T.(の次の証言はこれを¥u付けている。

アパートメントに於て、最も困難なる問題としては、洗j出、殊に乾燥に関する

設備である。天然乾燥の場としては、地表面.屋上にして‘設備の備わらざる所で

は.窓、及対!笠より網を渡して、乾燥させるのを見受けるが、はだしく美観を伺ず

る 95

しかし.屋上を洗;出場兼物干場にするという試みはすでに東京市営内行為t住宅で試みられ

ており 、同制会のオリジナルとは言い難いが、 古石場のパラペットば非常に背が低かったの

である。 屋上の洗泌物にl刻 しては文化アパート建設のr~任者であった森本l乎吉が以下のよう

に述べている。

それからもう一つの問題は.共同住宅になると.子供のおしめなどの乾燥がな

くて困ることです.文化アパートメントには一番上にルーフガーデンがあるので、

それを乾場に使ったら宜いと云う説もありますけれども、あの満策飾りはどうも体

廷の惑いものでありますから、少し金が儲りますけれども、ベースメントに洗泌機

械を大きいのをーっと小さいのを二つ置きました96

94.1942、宮沢小五日11編、 r同閥会卜八年史』、 PP.73

95.1933.中村J'i.‘ fill築学会パンフレ yト第五集第九号、アパートメントハウスと.ltの管理法l、建築
学会、 P40

96.1925.謀本JY-古. f社会経済から見た中流アパートメント・ハウス、 I 建築雑誌J'1 7 1号、
1925.8. P 16 
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つまり共同の洗濯室を地下に配することによって、 「満艦飾り1を避けたのだが、問潤会

の11った方法のほうが経済的な側面と都市デザインの側面を同時に解決しているという点

で.より高度な解決方法だったといえよう。

(チ)台所には流しは勿論調理台、省、蝿帳等の外ダスト・シュー卜を取り付けたるこ

と。

'健かに台所には、流し(木製の長方形のたらいに金属板を巻いたものを木製の足の

上に乗せたもの)や調型台やガス台(天仮を金属板で巻いたもの)や墜に作り付けた網戸に

なっている棚があった。こうした棚や調理台の設備は明治44年にできている上野倶楽部の

ような水道集合住宅などにもすでに備わっており、取り立てて新しい試みとはいえまい@

また、内田祥三の設計の特徴であるとも思われる.各室の内部に付長仰を目ー停回すこと

な台所でもl'1:かれ‘{寸長押の上には幅 l尺ほどのむくの板が白かれ、これを協として使うよ

うになっていた。この付長押の上の慨は台所償の、恐らく rt，~の rm J あるいは「食事室J と

してs没1とされていた 31'1:または4畳半の部屋にもあった。

しかし、このように設備が充実していた台所であったが、i，kの(tヒは床スラブにモルタル

(1: Iの 1:1日|であった。この上に2枚ほどのすのこを敷いて使間するという設定であるが、防

水1I11ての床仕上というt主体iが当時なかったためのものといえよう。ちなみに戦後の初期の住

宅公IHで;立合板の床仕上をダイニングキッチンに用いているが.居住者の話で;立、すぐに床

が刷ってしまったということである。こうしたことを考えると.上mJ仕上のとlこすのこを敷

くというの弓あながち.妓術のなかった当時としては間違った選択で.まなかったのかもしれ

t，J./.、.

また、己i災前の占石場住宅ですでに試みられていたダスト ・シュー卜に関して.川元良ー

は次のように述べている。

礎物処型としてはシュー卜に依って廃物を全1部地 F室の一室に集め之を焼却

し.灰となして巡回Eし去る方法は忌も衛生的であり、 「ガーベージインシネレー

ターJ (泌物焼却)は即ち夫れである。97

しかし.実際につくられたダス ト シュートは、ごみを焼却する設備がなく、ごみの収集

業.r，.をMってこれを回収していた。このため.特に夏になると虫や怠臭の発生が激しく、ま

た風によってその怒呆が住戸内に吹き込む恐れがあるために、 同法i会ではかなり設計上苦労

していたo r日本建築家山脈』によると、アパートにはダスト・シュートをつけたが、風が

上がらないようにするためさんざん図面を書き直して苦心したり、隆芥処理の方式に苦心

し、ある発明家に相談して腐敗憎を設け.これから発生するメタン ・ガスを使って共同浴場

を設けたとして、ダストシュートの設計がいかに困難であったかを説明している。

(リ)其の他押入、鏡付洗閉所‘帽子柱ト.下駄箱、傑札等に至るまで一切完備せること.

その他、エレベーターの設備は、大塚女子、江戸川.rAノp']Iこ付0¥ていた。

また、暖房設備は基本的に前述のガス管を各室の主寝室に引き込むことによって処理Eして

いたが.江戸川ではセントラルヒーティングによる暖房設備が試みられた。

97.1922‘川元良一、 f集合住宅館と其の衛生価(ifiJ. ill築雑誌426号. P34. 35 

パネルヒーチングは.アパートメントとしては段も好都合であるが、暖房の能

率を疎外し、当初設備費がかさむ憂がある。筆者の設計にかかる足立るアパートメン

トの日本間の出窓の下に、 一種のパネルヒーチングの変形を工夫し、日下工事中で

あるけれども、相当効果ありと信ず。 98

f怒らくこれは、室内換気の問題が相当大きな問題であったと忽像できる。実際に同澗会ア

パートの設計は室内換気のための細かいデザインがある。各Ja!i宅の:窓に的]する部分には.必

ず通気口が設けられ、虫除けの金網が張ってあった。また最ヒ併のが1宅;ま他の階よりやや階

仙を!日1くレて‘木造の天井を猿りそこに換気口を設けており(他の断法スラブに自に漆喰塗

とP、ぅ仕とげ)、さらに外部に節する木製の:容には強気のためと忠われる小慾(ガラス l校

だけを聞けることができる)が設位されていた。この換気の問題について川元良ーは.

西洋式の窓であって.窓台が床より相当日い{¥，[ijl{にある時は宅の低部の通気が

完全に行われない、之れに対して相当の通気口をB没げる必裂がある。文京の隅は墜

が沼1易く、光線も卜分にi主し旅ねる場合が多く従って病的の先生文は発77の際会は

此の如き場所に多く之れには室の問に近く通気"あるはイf:，;)jである。l!IJち一個のi泊

以仁IをイIする凶をよりも[d] .1自ij fI~にてこ個を両側にイjする )j泊以 (dlj仙大である，叩

として、宮内J曳気の ífl J2併を協，~il しているが、 これが同問会の換気rff Illiî に大きな:;~惇を及

ぼしていたことはnfJi主いないだろう。しかし同じ川元良ーは、 AJドのli1iiJ
(にi刻して.

)~JI:iま上階床下端を (t 仁げ特に天井哀を作らぬを以て衛生(1'"とする。 (<<fとなれ

ば.宅内気n~\は床 i釘と天 JI:;::\ さとに於てUiA差草比JLJ立 Wi' Il.主であって此の気温高

き空気が天JI:!i.!に入り冬JQJにあっても尚天井真内の細I¥(j発fTを符易ならしめ.文lIii

民其他不潔物#，'f立し、 fitk主伐息して種々の物を運び米り‘民尿を排討せし、之等の物

分解して室内に人り米り、或は「ベストj に桜りたるネズミの化体が天JHi.lにあっ

た為め病芯を伝染せしむる等がある。 100

と 、 天 nillの~t:l'Jが衛生上よくないとして天井の設信を何1f しているゆつまり 盲 1，，)油会ア

パ トが基本的に名水天井を張らずにコンクリースラブに位に漆喰(1:1::ずを胞しているのば

この川元の主張と一致するが.以上階だけは換気口を取り付けるために、あるいは断熱効果

のために天井を煩っているのは、やや矛盾した解決法であったといえよう a

98 1933、中村覚、 「建築学会パンフレソト第五集第九号‘アパートメントハウスとJ(の管型法j 、建築
学会、 P37 

99.1922、川元良一、 「集合住宅MとJtの衛生価値J.建築錐誌426号、 PIO

l∞1922、川元良一、 「集合住宅MとJtの衛生価1由J.建築後誌426号. P3-1 
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3.3同潤会アパートの住環涜運営とその後の展開

この節では.同潤会経営住宅、特に同日司会アパートの'û'.f!Il方法について検討した後、中~1去

にそれらのアパートの住環焼運営がどのように変わっていたのかを探ることにする。

3.3.1 同潤会アパートの管理

'I'f.m:;j..アパートメン卜のTI!!II方法一般に関して.次のようにその弔要性を語ってい

恒 白

アパートメントの管J.lI!若そのよろしきを得ると得ざると;之氏業の使命を制す

るものであって‘ 11 常にm~な事項である、 tT里Mの心得べき 'I I ftl としては 、 ア

パートメント内の符般の，i!l:ufuに対する知識及其の概時の操作IJiム家賃取¥1のIJ

法.金銭出納に関する項目、非常時に於ける処佐々il~平を知忍せしめると共に 、 

UJのマネーデメン卜に当らしめるものであり.特殊のテネメント、ハウスの如1きに

於ては、居住者の法1"11.身上相談等にも当らしめる場合もある。英l同では不良住宅

地区の改良住宅の管J.g!人はオクタビヤヒルなる社会、II;I':ft[iiこ於て特に長成せるもの

を此に当らしめて居る。将来のアパー トメ ント管県人は.旦」今ホテルのマネーヂ

ャーが特殊の教~を必~とする如く 、必ずやアパートメントの竹，:f1Hに対する長成を

必裂とするにぞるであろう。101

1，，1洲会では、特に色，'I.mが厳しかったことで有名である。同閥会の木造住宅では.

木造住宅十一ヶ所を四区に分ち、常的大工を定込tして住宅地内を巡回せしめ.

又居住有の申し出に応じて建物その他の不良箇所の修繕‘ 応急処置を怠らず鹿住者

の不自由を除くこととし、尚既設住宅中の間取等の不適当なるものについては際限

符其の他の改修築をも施し、絶えず居住者の快適なる生活の保持を心掛けて居るの

である o 102 

の記述のように、常胞の大工をJ包えて住宅地内を巡回させていた。一方、アパートメ ント

には、いずれも同初会峨只が家自主で住むための「管理人宝JがfII;なされ.これは常に l娯楽

101.1933、中村:Q. r述築学会パンフレ yト第五m第九号.アパートメントハウスとJtの管理法J. 辿
築学会. P 55 

1021934、宮沢小丘町1. q百Ji司会十年史』、同開会、 P47 
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室Jや I集会室Jなどの共用施設と隣嫁して置かれていた.これらの管理人は同潤会の践員

でもあった。

入居希望者がアパートメントに入居するためにはまず.同澗会の「貸付跡Jで借家申込書

を.'lいて申請し、 「貸付J卦j は「借家人資格審査内規j によって借家申込草!iを審査し、貸付

t深長に供覧した上で住宅別館類別にこの申込書を仮綴じして.申込舶に貸付を決定して.手

続きを行うという手順で行われた。103この書式は以下のような形式であった(第一号係式

内)この中には入尻青~'11アパート名のほか 、 家族の氏名年齢や同病人のことまでも舎かれて

いる。また.希望の階数や間取り、希望家賃額も書く棚があり.保証人を一人間:立すること

になっていた。

tWが決定すると lt込者に通知がなされ、入居者は rU*t家 "干， I~ Jと I敷金Iを提出しなけ

ればならなかった。この後.貸付泌では、 「敷金預り;lAJ (閃;)i) 1人名カード J rお住

込に就ての御注意j を入居.(tに発行することになっていた。 r人名カード j と，立、応住者の

~Ui\の f， lìíjや年l怖を，IÏ(、て各アパートの管理事務所に従I_Uしてその代りに鍵を凝り受けるも

のであり、これをもとに作耳目人はアパート居住者の官耳I!をliっていたのであった。

図 57代宮山アパートの敷金預託3倒

甲
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' 1を策 ~ " ... :.針 シ 傘金ト クタ伺候 itタ 今 後貨問 ' 

契約'解除 シ >~栂企偏民主曾， 上完".考 I i!! ，了

シ 副賞 _t:#t iIl ~It食 品 荷主正民 "[11 1 候也

開 制 /;rJ事 与 円 ユ I 図

兎l.M、支所長 :ι 田清民

1ニ lB
殿

。 本鐙 ノ金額 A 訂 正 '111-、タ戸建ノ ..!!iま>. 

また、 fお住込に就ての御注意Jには以下のような、アパート居住についての係々な注意

が芹かれていた。少々長くなるが、 当時のアパート居住者lこ対して、同WJj会がどのような設

なを行っていたかが分かつて而白い 105

アパートメントお住込に就ての御f!:;む

御入居の上は管憾の家として住心地よくする為めに/に記事mを御守り下さい。

103問問会、 『住宅管耳I!事務市fl.J.円リ

10.1これは昭和 17年発行の{t宅営団によるものであるが、基本的には同制会のものと変わりはない.

105同間会. ro，宅管si!1¥f却なfl.Jー PI'5059-6I
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尚此のアパートメントに『立、皆係の共同に利用せられる廊下、階段、電気.水

道、瓦斯‘JJ;他の設備が多いのでありますから御互に和衷協同して自治的に処理せ

られ度く、又同-1<入口を利用せらる各戸の方々に、夫れぞれ組合を組織して頂い

て肘ります所は必ず御参加下さい。

一.家賃

一、家賃は毎月 22日から月末迄に其の住宅の管型事務所へ御持参御支払下さ

。、
L
 
.tT御:1z.払が笠月になると本部事務所に御持参願うことになって居ります。

二.管E!!事務所にiま釣銭の準備が充分でありませんから御手数でも釣銭のいら

ぬ係阪iいます。

一二、人退去

御住込になられた時;立直ちに表札を出し!lilif史/，，)へ御通知なさること御退去

の際もl司t主です。

二、住所を御知らせのHれま号館と寄戸とを御忘れなく日月記なさること白

、瓦!軒‘宿主lは未尾 ~úJ， ， 1在の表に It( りt!II~供給再 に御申込 Fさい。

問、 ill1;の際は r'iとの]]より 7日前に包・耳目事務所へ御q!tI¥ドさること"

'<7し予め御rT:i¥ないJ:l;}合は退去後と雄も i[15)'を限度として御家賃をmく

ことになりますω

鍵

鍵は米政]，¥)住宅.立2本、独身向住宅では l本をお践し主主しますが. Jtの外

に予備の鍵，ま備えてありませんから特に御家伎のIU入には御注立になって

大切に保管なさること。

二.家肢]i.J(主宅で御家族のためにそれ以上鍵の必必な場台;ま l本(jII銭でぶit'f

の上御援し致しますが、退去の際は~t~ti1で此の分も ilii辺してw く 'J~になっ

て/，'}ります凶

問、 í'tt J~

.管理事務所の71i認は使用、取次、呼出J長 一切御~望に~-C~じ兼ねますから予

め絶対に御断り申して訟きます。

五‘皇包身向住宅

一、4!I!身仏l住宅の電灯は l力月左記泡気訟を御el!HIなさるものとして家賃を定

めであります.

G{::i年(f下室 3T!'迄) 1ヵ月使刈料 。キロ |ワット時1

8位迄(洋室41"1'迄) )力月使用料 8キロ 「ワット時1

8位以上又は2主 l力月使間料 ] 0キロ Iワット時l

(洋'主 4t!，以上)

右し此の使Itl料を超過するときは家賃制i貨の'，liIJl¥'l12をJii<・J¥になります。

六、階段、廊下、下水

各戸の玄関先.廊下、おどり場には靴ば.牛乳段、ハキヨセモノ桁除道

J~，炭箱、其他の品物を一切i泣かぬこと。

二、御互に申し合せて階段‘洗濯場、下水道の婦除をなさること。

三、玄関階段の電灯を協同で利用する建物では料金の取集め支払電球の取替等

の当若手を定めてありますから詳しくはお隣で御問合せ下さい。

四、惣身室の11&芥は決して廊下へ得き出さずに必ず腹捨筒(ダストシュー

ト)、又は臣室芥箱へ捨てること。

七、便所、手洗

一、便法に布、脱脂綿.新聞紙‘茶奇2.煙車の吸殻、ゴム片獄等をお姶てにな

るとuが'!J，り御自分ばかりでなく御近所の方々までが使用に差し支えます

から‘絶対にお捨てにならぬこと。

持に御婦人用脱脂綿等は決して便器に流さず御而倒でも新聞紙によく包ん

で盤姶筒(ダストシュート)の中へお捨て下さい。

二.使器の水惜の水が流れ出して止らぬ時は‘すぐ水槽傍のt;>:を締めて事務所

へ知らせること。

又留守になさる昨水の出ぬ時も亦同係憶を締めて;Jl(くこと。

三.手洗の中に煙草の吸段、脱毛等を流すと管がるfり作'易に修繕ができませ

ん。

凶‘手洗の排水が少しでも緩い時はすぐ管昭事務所に備付の空気 「ポンプ」で

押して見て下さい。

八、台所.洗濯場.腹芥

一.台所、玄関の床コンクリートには防水装訟がしてありませんから決して水

を疏さぬよう充分に御留意を願います。

若し万一2階以上で水をこぼしたりするとすぐ附下に漏水し非常な迷惑を

懸けます。

二、台所の流舟及排水の落口の堕除金網を取り去らぬこと.

三、薪や石炭は絶対にお問いにならぬこと。

四、鹿芥はすべて獲捨間(ダス トシュート)にお入れになること。

厨芥はよく水を切って御捨て下さい。水気が多いと腐敗し易〈悪臭を発し

近隣の方々が大変迷惑を致します 炭俵、持、純等務ばるもの、長いもの

は途中でI出!えるおそれが有りますから腹捨筒(ダストシュート)に入れず

に商倒でも直後階下外側の!fJ!芥箱にお捨て下さい.

五、備付品を改造したり、持出したりせぬこと。

六、物干竿は各自で備付けること。

七.雨天の際は屋上出入口の戸をよく締めること。

八、洗1雨上品水道を流れ放しとせぬ様水止絵に御注意下さること。

九.:窓

一、窓liJ'1子に広告の文字を書いた り、:~、や荊Iから広告板淳を下げぬこと。

二.窓からは何者によらず一切捨てぬこと。

三、後気口は常時明け段ち殊に冬季炭火などを月]うる際;;J:.小窓(硝子戸の上

部にある換気用窓)も全開して換気に注怠なさること。



四、人目に付き易い場所に布団、其他の干物をなさらぬこと.

五、窓手f習内に炭俵‘籍侮其他見苦しき物を置かぬこと。

六、手指又はパラペット(屋上周囲障壁)の上に物を箇くことは危険ですから

絶対に置かぬことa

-0.雑

一.木柵や竹垣を無断で造らぬこと.

二、家禽、奇書1を御飼主主なさることは一切jお断り致します。

三、左記のアパートメントには居住者の綬隣自治の機関として町内会が組織せ

られてあります。これは本懐の組織したものではありませんが会費も些少

ずであることを考えると、やや矛盾しているが、おそらく昭和 5年に発行されたものと推測

してよいだろう。

昭和 S年といえば.同澗会の 「一般会計所属住宅Jのアパートメント建設が終了したとき

である。この時すでに、中ノ郷、柳島、代官山.清砂通、 n谷、平沼町では銀自の自治会・

線路会が組織されていることが分かる。また、 「同一表入口Jつまり‘同じ階段室を共有し

ている住戸群ごとに「組」が存在しているアパートもあることが分かる。この組の役割は定

かではないが、階段室の共用の電灯の料金徴収や電球の取等や修繕;ま階段室ごとの「当番J

によって行われていること、また‘階段、洗濯場.下水道などは隣近所で相談し合ってやら

なければならなかったことを考えると、 「組j は階段室などの単位を中心とした日常的な住

のことでありますから御入会なさる係御勧めいたします。 戸周りの環境維待組織としての位位付けであったことが伺える.

この注意書には「人目に付き易い場所に布団、其他の干物をなさらぬこと.J r窓、手術内

に炭も長、箱Iij:Jt他見苦しき物を白かぬこと。 Jといった居住者の!;l;:1l克への働きかけの規制が

あった。ところが、 liiJ判会アパートでは.窓の庇の裏側lに必ず物 fll/の金属製のフックが付

いているので、どうしてもここにものが干されてしまう ということを巧えると、この総則

;立 、 ImIJ5 年までの I:~に頻繁に街協に 1m した窓辺にものが下されていた結来、つくられたの

だと!J.tわれる。同係の、居住者の[上空HHへの働きかけには、 I 木柵や竹垣を J!~断で造らぬこ

と。J r家禽、潜航を御飼ftなさることは一切お断りjf{します。lという脱制も加えられて

おり、これも、住宅の敷地問りに勝手に木柵や竹湿をつくったり、ペットを飼ったりしたと

ころが多かったということの出返しとも読み取れるのである。ここで、 一得色・埋の難しかっ

たといわれる大塚支-fについて触れて見る。昭和 5年6月6tJに開館した大是正矢子アパート

については、 「東京日日新出IJが f文化『女護ヶ島』女子アパート j と祢しているが.女子

アパートの管理は特に厳しく、 rJj子祭制J r門限のi虫守lといった細かい決まり事が多か

主4主主主主
柳島 北部町会

代官山観隣会

rfi砂迎 アパート自治会

鴬谷 アパート自治会

平沼町正交会

各住宅の瓦j折、電気供給者の事務所所在地、 &j包話再5けi叩

〆

、

アパート
名 瓦!析供給者 電気供給者

，'till 東京瓦j釘会社青山出張所 東京市t11木局電士:Hlh'i山営業所

中/郷 同向島派出所 本会管理事務所へ

柳fa 岡本所営業所 本会管理事務所へ

代官山 同恵比寿派出所 東京償浜屯鉄電灯諜

?百砂通 同闘精派出所 本会11型事務所へ

二回 同麻布営業所 本会管理事務所へ

ニノ輸 同荒川営業所 本会管理事務所へ

鴛谷 同 本会管理事務所へ

上野下 同浅草営業所 本会管理事務所へ

東町 同扇僑派出所 本会管理事務所へ

山下町 横浜市瓦l軒局野毛出張所 東京泡灯会社常盤町出張所

平沼町 同神奈川出張所 東京司I灯会社高島通出張所

った。'白ー沢小五自11は戦後の座談会で大塚女子の管理について.

女子アパートね、これはやはり低利資金でやったが‘火というのは難しいです

よ。これは失敗だった。tlfiがとれない。もっとも始めからtJUiが合わなくてもよ

いとの考えだからいいのだが.何せね顔を洗うのに卜銭入れればお湯が出るのを

朝、lEiを洗う分だけはただで供給したら、そればかり沢山使う。また出かけてゆく

ときに屋上のただに水の出るところの桶に洗泌物を入れたまま出てゆく。何しろた

だのものはいくらでも組末に使う。自分の払うガスは月の勘定が六銭とか五銭とか

いうのがありましたよ。 107

と、管理の難しさ放に失敗したと評価しているが、これは、!JJ性の由IJからの一方的な管理

-aは.この『アパートメントお住込に就ての御注意』は、同制会発行の『住宅管理事務a
f'IUに褐秘されていたものだが、発後年が定かではない。しかし.この末尾のアパートへの

ガス・氾気供給者一覧を見ると、まだ、大塚』王子(昭和J5年6月 !日日貸付開始)と江戸川

(昭和 9年8月27日)が開業していないことが分かる。しかし.この一覧に絞っている東

町はl昭和 5年 10月 l日に貸付を開始しているので、大尿失子はすでに貸付開始しているは

の在り方が、このような結果を生んだのではないだろうか。

また.管型人の日常的な役割は、 f家賃の徴収J r使認などが1治まったときの処理j など

であり 、管.[!J!事務所に備え付けの屯話の取次や使用は断っていた。明治4"年の上野倶楽部

にもすでに管理人による屯話取次サービスがあったことを考えると.ややサービス不足の!惑

がないでもない。

106住所及び電話需号は省略した 10;.1955. r賂ぷ会 営団を但!ぴ公団に望むJ I住宅9丹号』、日本0，宅協会
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管理人は問潤会の駿員でもあり、本部の事務と兼務していないものは毎週月.水、金曜日

の午前 I0時30分までに本部に出動しなければならなかった。管理者(管理人)は次のよ

うな心得を守らなければならなかった。

第 136条.管理事務所勤務者は服務中服装を整え且所定の徽章を保用し外部との後触に

|刻し特に懇切J丁寧を旨とすべし

第 I:J 7条:管理i占は常に建物及付属工作物の維持保存Jtの他住宅地区内の衛生筈|坊及

居住者の住宅使用状況等に注怠し担任住宅に闘し善良なる管理者たること

に務むべし

このように管理人は、 f懇切丁寧を旨とすべしJということであったが、実際に戦前居住

内に，)，5を聞いて見るて‘かなり厳しい管理で有名であったらしい。 (代官山.柳島‘ IJi砂通

へのヒアリングによる)

さて‘住宅の営繕では r住宅管Eg'J~務立程j 第 88 条に、 「営繕工事は請負又は直"8;に

依り施行するものとすJ108とし.直営工事は 「問問会の織仁や綬広島jに胞行させることを適

吋と !~J断したとき J r急を躍するときJに行われた。営精工がは基本的には悶rt1J会の「営繕

i卦|が行っていたが rlii価契約のものJ r (アパートメントを除き) 1 00円未満のものJ

などは作住宅地の仕組者の判断で行われていた。こうした党絡に使う 材料については、!f，

(.) 8条で r'I!~ 綿材料r!11'}.及薄縁修繕に嬰する表は授j1t'Jj.}製品を使用するを例とすJとしてい

る ， この侵Ni_場と;立、猿r工~町協同住宅の中!庄内にillてられた木造の荏 工期のことであっ

て‘ I ，;I~司会による討会 'J';臣としての授産事業の盟品が‘同じ問i!首会の住宅営繕に使fHされる

という、完結!'I:をイ1していた。こうした同潤会の柔軟な取り組みは、社会事業としての佼産

'J'~ と住宅供給事業を問ーの枠組みの中で行っていたことが大きな原因としてあげられる。

また、2IiI :38条には.住宅管理者が管恩事務所勤務の者や蛾よ(アパートメント作業に従

がするものに限る)の中で住宅地内に居住するべきだと判断した場合は、彼に住宅を貸与で

きるという{j制lをもっていた。筆者の調査によれば.代官山アパートでは戦前に井戸水をく

み仁げるポンプのti'JljJのために、JSl工がポンプ小屋の近くの1'1:戸に住んでいたことが分かつ

「 ている。

また、同開会は、住宅供給の分野において新たな局iliiを!JlHliしたに止まらず、住宅経営の

分野においても熱心に取り組んでいる。それは、 同潤会が毎年HE発行していた『同潤会事業

報告、lfJに、住宅建設事業の報告に匹敵するほどの文虫で、 「住宅管理Jという名目で.供

給された住宅の家賃の納入率や居住者の移動状況を事長田かに報告していることからも伺え

る。特に同潤会の恕特の f住宅経営j方策は f家賃完納組合Jの創設にあった，

現在同制会に於てはその家賃収納率は 96%の好成績であって此は営利を目的

とせず極めて低額の家賃にして、需要は供給を満たすに足らず.特別の事tlftによる

ものであって.一般は斯の如き好成制はiRみ難い。 1百'Jn'IJ会が一般住宅に採用せる方

法として茎立主盤盆全なるものがある.一二のものは家賃の滞納を米すとも組合が

此に代って納付せしめる。家賃を完納せる組合に対しては 1カ月分の家賃を会より

108同澗会、 r住宅管理事務章程』、 PI'5059-61

返礼してその奨励をなし極めて好成績を納めて居る、此等;ま家賃取立法としては最

も勝れたる方法と思う。 lω

住宅にはーカ所又は数カ所毎に管理者及び助手各一名を首き工作物の管理、家

賃の徴収をなさしむる外住宅民の共同事務、人事相談、駿業紹介等に当らしむ。尚

東京府下の住宅地には必要に応じ隣保館、授産場、託児所、巡査駐在所等を付設し

住宅民の福祉安寧を図るものとす 110 

問問会ではこのように、家賃完納組合による住宅経営成紛の向上をJIっていたが、この外

にも、 111必、死亡などのときにはそれぞれ祝品や供物料 (2円)を居住.r.に配布していた。

実にきめの細かい管理であるといえる。

以上のように、同澗会アパートで;立、住み込みの管理者を中心lこ口常的な住環境管l'~が行

われていた。また.アパートには階段'1Iを中心とした f軒lJとU'flまれる組織があるところも

あり.基本的には住戸周りの婦除や共同電灯の維持などは階段雫ljl.(立で行われることをiIIifM

としたTI理体系をつくっていた。これに対し、居住者の側からは、窓i!lに物を千したり、ベ

Y卜をかlったり、石阪を:窓辺にtlJげたり、庭先に竹垣などをつくったりしていたが、これも

111:.¥1;1;きJによって取り締まられることになった。これら，ふ ー佐治として、 I古川町会側か

ら凡た住民度述悦の仕組であったが、実際には先述のごとく、戦前(少なくともl昭和五年ま

でにさかのぼる)にぷすでに自治組織のできているところもあり‘こうした自治会による住

Nt;'L巡営は.同制会発行の公の資料としては出てこない。したがって、次収以降にその経総

を述べることにする。

3，3，2営団住宅の閉鎖

!百1n司会アパートは昭和 I6 年に発足した住宅営団東京支所の作里~下に紗った。代官山で発

見された二枚の写兵には、同潤会車署員の出征と、両日国神社への同澗会峨μの峨勝祈願のシー

ンが写っていた。問澗会の蛾日にも!fI靴の足音が大きく響いていたのだった。

109.1933、中村克， fill築学会パンフレソト第五集第九号、アパートメントハウスとJtの管理法l、ill
築学会、 P55 

110.1934，宮沢小五日11. r同潤会卜年~J .同潤会、 P36

~3 意 破前のアパートメントの計画と住環境漂智 一161-



図 58.同潤会職員の出兵記念写真、同潤会館(虎ノ門アパー ト)前にて

図 59同潤会職員による戦勝祈願写真

住宅営団には、同制会が合併l没収されたので、その理事でill~t主術附のトソプであった福

[日ill義(もと東京市校師、東京市営月島住宅などを設計)がiE42t局長.また専務理事で住宅

政策のベテランを任じていた宮沢小五郎氏が経営局長であった。同潤会の技術陣の大半はそ

のまま東京支所にうつった。 111しかし、基本的には住宅営団東京支所のn-理体制は、同溜会

の管理体制をそのまま引継いでいた。したがってここでは住宅営団時代の管理体制について

は深く触れないことにする。(また‘住宅営団の住宅管理に関する資料は充分ではない)本

研究で対象としているアパートについては.そのケーススタディの中で触れることにする。

III 1983.阿山卯三、 r戦争と住宅 生活空間の探求(下)J . 1リ~J~'f. ，.!，t凶 P629. 630 

第 3章 戦前のアパートメントの計画と住環境運営 一162-

同潤会から住宅営団に引き継がれた住宅戸数は以下のように. 7. 500戸あまりであっ

た。

表 20周潤会から住宅営団に引き継がれた住宅

東京地区(戸) 償浜地区(戸) 計(戸)

木造住宅 2 1 90 965 3 1 5 ;) 

鉄筋アハート 2 I 6 0 2 i 6 24 3 8 

共同住宅(木造) 5 59 24 0 7 9 9 

分譲住宅 1 0 6 6 {憾浜) I I ; 1 5 5 1 

(111時) 3 I ， 

{埼五) o 0 

合計 ;) 9 7五 1 ~ Ii 6 -; 5 :? 6 

さて、昭和 IIHI:e'J11干の住宅不足数は全国で 30万戸といわれ、住宅党問;まこれを S力 {F

で解消することを口 (Ý，) として、政耳f /lm ! 億円.政府保証111の免 ~1限度額 1 0億円、計 11

tU川を資金としてー 30万戸の主lこ可('rf.i産業に従事する労働.xのためのfl:宅建設を令同展開

していった。しかし.住宅世田発足から終戦までの 4ifニ2力)jの1::1:こ投入されたfaががJ3

[占 I 'I~Mで、 ißJ止された ft宅総戸数は 98.097 戸であり.叶初u十両していた" 数の 3 分の

lにもi主レないという1-1係であった。112

}j、I!(j和 12 iドに始まった 11 【 1"Wì，は、同潤会が住宅営 I .~ :こ吸収された Il(j和 1 61joに」正

午汗戦下へと突入したが.本上空襲が激化する中、附拘I2 0 iJ' :1 JJ 1 0 11の*京大空裂によ

って、柳品.rfi砂通り、 三ノ姶の各アパートは火災でほぼ全焼した その他のド町地岐にあ

ったアパートもかなり焼けてしまった。一方、五月には山のTを小心とする令桜があり、代

行山には数発の!;'É~~'jíが務ち(火災は発生せず)、青山ではH粁かのfI:宅が!leけてしまっ

た。住宅営問では.MIiJ;泊りの 6 弓白1で、火災後の応急処[ì~ として内誌の納修を行ったこと

が、中t..{1等の調査によってIYIかとなっているが、その他の火災の被'8を被ったところ、例え

ば、柳ぬでは応急処訟を鈍したという話しは聞き取れなかった内ともかく 戦争末期にぷ.

疎開によってまず居住省が減少し.戦災によってさらに居住占が全滅にjfrい状況になってし

まったのである。ちなみに、同潤会が経営する住宅がどれほどの慌災を被ったかをみてみる

と.以下の去になる。下回fの三ノ輪.柳島、清砂通りは軒並み 100%. fI万 W!江裏目T共

同住宅のこと)が 78%、n谷. )!J~山.中ノ郷が 30%台.住吉の隣の東町が 2 ')iij‘他は無

{J)jという状況であった。

表 21同潤会アパートの戦災による焼失戸数.

消失戸世| 消先割合

:l 0 1 :11% 

112.1992.神条川県住宅供給公社町 『公社住宅の軌跡と戦後の住宅政策-1>1<1!;川県住宅公社40年

史一J. PP.5 
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表 21同潤会アパートの戦災による焼失戸数.

上野下 i 6 。 。
大事 1 5 I 9 6% 

三倫 ;:; 2 5 2 100% 

東町 2 1 4 19% 

住占 294 2 3 0 78% 

=日j 66 。 。
向山 138 5 1 3 i克

中ノ錨 1 0 2 
3 " 33% 

明砧 142 1 " 2 100% 

代官山 3 '1 0 。 。
h'砂

O 6.1 日6'1 

f~'el[1 アパ=下町会古和口 3 より

終戦後のI~l和 20 '1' 9月tI，1 ‘政府は「干正災郡市応:C:tfITi易住宅Jl ，没~綱 l を発表し、 「起

冬川の応，:::~rmM住宅(復興住宅) Jを30万戸建設するc11'lllijを允点したυ 後!こ42 0万戸と

いわれる iit~後の住宅不足の巾で、この 30 万戸計画は尖に応急の政策であったといわざるを

引ない、この，lrllhjは全1，1の各制;道府県におlり当てられ、このうち古川の'，I;IJり勺ては

1 ~ i， L;):l戸と、全体の 41i1J')主であった。しかし営凶が万燃にillJ1したの，ま

1 () 1， ，， 0:;戸で、 2万戸あまりが建設されなかった。これほ住宅日間が11{{f日 2 1 1f 1 2 

Jj L :511，閉鎖命令を GIIQの口頭倍令で受けたためであった。この関係を r住宅年鑑』

で，ま以 Fのように折っている。

財閥解体等に採られた同じ)jIE，で、即日耳目q走以ドt11-1:ま貯めさせられ.昨11

まで結っていた事務所の内にさえ入ることが厳然されてしまった。 A抑えと同じ

で、待ったなしであった。但し、営団は当時住宅をて'Hlドであったため、 rt工中の

ものはそのまま_L'JIを続行する措置がとられ、従って.役ilを除く終日‘従業ilは

そのままであったが、これも工事完了までの瞥)EJ9In:1で、身分は 1:;1 封j~整除lù・辺t人委

員会にづ|継がれた。 113

こうした事態に対応して.当時の住宅営団職員は.その状況を住宅営問内部から以下のよ

うに観然している.

営団は終戦後いち早く応急住宅建設に立ち上がり，戦災復興と民政安定の重要

な仕事を受持っていたにも拘わらず、戦時中の凶策協力凶体という名目によるもの

であるらしかったが、これは納得のゆかないことであった.その年の七月に住宅台

回従業兵組合連仰が結成され、理事長との問に労働協約を結び、運営委員会を通じ

て営団の機術、人事の刷新を斯行し、全従業員 51 28名 丸となってili設の立欲

に燃え、外にあっては住宅復興会議を興し、|世論の喚起.往宅政策の確立を政府に

iQっておった矢先きであった。定、うに.来たして蛍団の閉鎖;まプラスであったか.

113 也，;~í'îW在日編、住宅年錯、彰国社、 1956より
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マイナスであったか.当時組合が閉鎖されて後三ヶ月に亘って復興院を相手に斗っ

た要求の内の一つ、"庶民住宅公社をつくれ"は、十年を経た今日"日本住宅公

団"となって現れたが‘歴史は繰り返すとみるべきであろう。 114

住宅営団の閉鎖の表向きの理由は、戦争協力団体としての閉鎖であったが.実際は営団の

大幅な赤字経営が直接の原因であったようだ。 r住宅年鑑』によると住宅営団の閉鎖に至る

問でのいきさつは次のようであった。

住宅蛍団は企業経営については、経済的な感党を欠くものがあり‘ために閉鎖

当時においてその紛失は莫大なものであった。税l論、住宅営団は営利企業ではない

から利潤を生む必要は篭もないわけだが、住宅営団が.特に戦後において、その経

営の合理化を怠り、民n:1企業体に比べて甚だしくJI'-f也事的な実態を採草した以上、

営団存立の1主総は失われたものといわなければならない。そして、まさにこれが住

宅営団閉鎖の実質的思ElIであったのである。

住宅営団は出資金 l億円を全額政府出資に仰いだほか、事業資金の謝i主につい

ては、住宅問機発行の特権を与えられていた。その外.上地収容特権さえ与えられ

ていたのである。これら民1m企業に比較してはるかにイl利な企業条件の下に「労務

8その他庶民の住宅供給する」ことを目的としては.低家賃の貸家、または長)QJ分

割払による安価の分設住宅を、大盛に供給することが.住宅計!羽の主たる業務であ

った。かくて{主宅'目印は、同制会より引き継いだ無償のJ!.f~r:、 1 iiJ.門の政府出資金

の外に、その資金を住宅債権発行の方法によって目白い、また終Ij盟後は短期借入金の

J~で、資金を金融機関に仰ぎ(閉鎖当時住宅債権の先行尚は 2 位tI 4 2 5万円に達

していた)、事業を遂行していた。しかるに、閉鎖時において.住宅営団の侃失は

貸借対照表上の純fl:l失見込み(t{t定)だけでも約 l億円にのぼった。資産処分によ

る紛失t曽を加えれば、 til失総，1rは数億円にのぼることが、日正に閉鎖1I:'iにおいて予忽

せられた.勿論この原因は、住宅営団そのものの峻能の欠如にばかりもIfすべきもの

ではなかった。ffillこ経営住宅の家賃は勿論I世代家賃統制令の枠内において、収支

ぎりぎりの微において決定せねばならず.特に社会政策的な立場より、採nを宮lる

低在自に抑えざるを得ない場合もあった。第 2 に.終 Ij~後は戦後一般のインフレーシ

ョンに刺激されて、人件費その他の一般経費は向勝をよぎなくされたにも拘わら

ず、収入は釘付けされていた.

しかし、これらの諸原因を考慮に入れるとしても.住宅営団の理事者が後年度

に至る程、設立当初程に住宅経営に対する熱意と工夫を欠くに至ったこと、特に戦

後は経営の合型化に対して充分な配慮を払わなかったことが.収支の均衡破駿を促

進し.住宅営団そのものの自腹作用を早めたことは否定することができない。戦後

l昭和 20年度の応急簡易住宅、並びに昭和 2 1年度の復興住宅のill投資金として、

政府より合計 1{t19200万円にのぼる補助金の交付を受けていながら、同一の事

務執行の任に当たった他方公共団体と比較したとき、 JJ!<紋はすこぶる)'jばしからざ

るものがあった。住宅営団がその住宅対策上つくした功紅iの大きかったにもかかわ

114.1955，中島jW， r住宅営団脱llnJ t住宅J9月号、日本住宅協会
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らず、閉鎖を余儀なくされたのは.けだしやむをえざる事情によるものといわなけ

ればならない.

住宅営団が昭和 21年に閉鎖されるときの営団住宅戸数は合計6万戸強であった(表

2 2)。戸数が目減りしているのは、戦災による焼失などによるものと考えられる。 115

表 22営団解散時の経営住宅戸数

1戸当 り平
!I'l5jlJ 戸数 均坪数 備考

IciJ日司会木造住宅 2. 163 8 大正 13、1 '1両年度に建設したもの

I"J潤会鉄筋アパート 2. 733 1 0 

l則和 16年傑準型 9. 65 7 1 2. 2 7 

昭和 1i年特別製 5. 092 9. 54 

!府和 18年規絡型 6. 855 9. 24 

l附和 19年規格型 3. 88 1 7. 65 応急工日住宅

I~作/1 20 年応急簡易型 1 7. 3 3 7 6. 73 

Il{Hn21 年復興!l'J. 9. 5 tl 7 9. 45 

Jt附(1:宅その他 4. 8 5 3 1 2. 3 2 木造アパート、都市疎開放材料住宅、遊
休ill物及び元軍lIIill物転m住宅

0JI G 2. 1 1 7 

3.3.3営団住宅の処分

さて‘ IA'JjJi機関に指定された住宅営団は、 「閉鎖機関悠型委rl会j (Closcd Ins1;lu1e 

Liquidating Commission，略してc.1.L.C.) のてによってIi'iP:が行われることになった。c.1.L.C

は住宅蛍団側鎖当時の監官官庁であった戦災復興院と協議の結J必関係方面の了解を得て、

住宅営団の保有する資材資金をもって、昭和 22年3月末日まで仕掛中住宅の建設工事を続

行し.上地と共に原価で地方公共団体に移管する錨置をとった。住宅営団の残存建築資材の

大部分は約 l位、400万円で政府に売却せられ、政府はそれを地方公共団体が建設中の国庫

補助庶民住宅として配給した.それでもなお、莫大な借金が妓り、営団の経営する住宅地を

売却することで、借金を返却する方策が主主られていった。賃貸住宅は土地を含んで約6億円

の帳簿価格を有し、住宅営団総資産のほぼ半ばを占めるものであった。従ってこの処分方針

の如何は、住宅営団の1河野を左右するものであり、住宅営団の大口町I権者たる各金融機関の

ひとしく注目するところであった。また、賃貸住宅に居住する 30余万の人々はほとんどが

低額所得層たる勤労庶民階級であり、彼らは閉鎖に至るまで白分たちの住む家が、処分せら

115.ill設省住宅問編住宅年銀、彰国社、 1956より
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れ追い立てられるかもしれない事態に立ち至ることを夢想だにしなかった人々でもあったか

ら、この住宅の処分方針の決定に対しては、住宅営団債権者と同係‘極めて深い関心をもっ

て真剣に見守っていた。住宅営団の閉鎖に対し、同潤会によって建設された住宅を含む、旧

住宅営団の居住者は、自らの居住権の確保に向けて翌昭和 22年 l月25目、旧同閥会江戸

川アパート居住者を中心lこして、 「住宅営団借家人組合Jを結成した。加入戸数は、約2万

戸であった。 116約 6 万戸のうち 2 万戸ほどが加入したので‘加入日記 iま約 3~Jといえる。こう

した中、問問会アパート内でも、今後の対応を決めるために各々l昭和 22年に自治組織がで

きたがっていた。代官山では、 「代官山アパートメント居住者組合Jが昭和 22年に設立さ

れている。また、清砂i也りでは後に社会党書記長になる浅沼稲次郎を中心lこ組合がつくられ

た。

しかし、昭如 22年9月以来、賃貸住宅の補修費用に清算t'iH]を以て当てることが一切禁

止となり、事実上、|日営団住宅は無'B-理状態にさらされた。こうした背Ji(もあって.各住宅

地の居住者は後のなで触れるように強自に住民を組織し、それぞれの住民境運営に当りつ

つ、住宅の売却問題への対応も行わなければならなかったのである。一点、これをC.I.L.c.由IJ

から見ると、無管型状態による家屋のm粍は.売却l資産の質的なμ減りを立味し.一刻も早

〈資産が目減りしてしまわないうちに、フゼ却が急、がれたのであった。

こうして、l昭和 22年 lO月29日には、旧住宅営団住宅の 「住宅処分制則Iififj))会lが

c.1.L.C内に設立され、政府(大蔵省、戦災復興院) . C.I.L.C..及び日本勧業銀行の代表が参

集して処分方針の検討が行われた。その結果大体次の方針が決定し!剖議の了ノ止を得た。117

1 賃貸住宅.第 l飽(無料)厚生施設はその敷地法び井戸‘上 F水道等の共

同胞，没とともに、現居住者(現居住者の団体を含む)また;立地方公共団体に売却す

る。第2!iTi(有料)厚生錨設については現営業者に売却する。l;i}(I:者に売却する場

合は、独立家屋の外長E並 立体4戸建てアパート 118いづれも/jj(!(IJとして各戸毎に分

別して分議する。

2. 処分(dli協は友 23に示す価絡を標準とするー各戸の_Q体(J()佃;怖の決定はそ

の家屋の諸条('1ーによって上下2割以内の幅をもたせる。木造住宅の傑準価格は l練

2戸主l!中{立(粧J:l')の条例ーにあるものを示している。代金即時支払いのときは全て

決定価格の li!iJJ引とする。住宅敷地は帳簿価格に、実例lに要する経費を加算した実

116建設省住宅局編、住宅年箆 彰国社、 1956より

117建設省住宅局編‘住宅年鐙、彰国社、 1956より

118代官IUアパートの 2階illて住宅のこと
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まをとする.第 l 種厚生範設の価格は住宅各年度型に応じて決定する。第 2 種厚生~

設は時価をもって売却する。

表 23営団住宅処分標準価格表.

住宅種別 坪当り価格(円)

RC造アパート A級(江戸川、代官山、背山) 6. 500 

B級 (A.C以外のもの) 5. 500 

C級 (24災にかかり応急修製したもの) 3. 000 

I，，!~司会木造住宅 800 

際ij~型 (1凶fIJ 1 6年度) 1， 600 

特別型(附手UI 7年度) 1， 400 

槻i"~'目(昭和 I 8年度) 1. 1 00 

持m 明(昭和 I9年度応急工員型) 800 

応急簡易型~ (1附有120wm 600 

復興守J 1. 500 

jたI，;!(I，宅その他 800 

. l1，没古住宅p編アII宅存案、彩国村、 1956より

:3. 1':1己資金でI持入するものに対しては、第 ー封鎖際会から全額づ|出を認め、

H舟人資金を-:i>.級機関資金融通基準上申の(ニ)として取り扱うことにする。代価の

止;払いは.)jj(JjI)として一時払いとするが、予約により l年以内の分苫1)払を認める。

{日し、この場合には年 9分5j里の金利を附する。腕入自己資金を調達しえない場合

;ま.住宅計四に対する貸付金を有する各金融機関をもって組織された共同融資団か

ら.借入れることができる。但し 5年以内月賦伯i辺利率年9分五島{で、貸付限度

は当該住宅評価額の以内とし. 当該家屋にt正当権を設定する内地方公共団体に対し

ては.以上の借iaの外、地方債 (10年償還、年利率6分 5庖)の交付による購入

代金決済を認める。

4 住宅敷地が、固または民間地主から賃借しているものである場合は、政府

において幡カ転貸借の斡旋をする。登記税・ 不動旅取得税の課税l;;:ijr，の決定、また

は減免については政府において考慮しまた地方庁に対して善処方斡鈍する.

この処分楽の大体の考え方は、 復成悩絡と収益伽ー絡とのfi術的平均を中心価協として、こ

れに居住者の生活状況を多少考慮に入れて調整し、住宅営団の汗mに支障をきたさない限度

において.政策的に居住者に有利な価絡にしわ寄せが行われていた.そして 26万 21 1 7 

戸の総評価額は、 7億9881万4千円であった.

そしてすぐさま.笠月の附平日 22年 II月 15日には旧住宅営団所有の 64000戸の住

宅を個人に分認するための居住者完渡価格が発表された。

しかし、C.I.L.C.ではこの処分案に基いて、居住者や地方公共同体に、払い下げの申込を

受け付けたのであった。1Ii!和 23年初頭から開始された賃貸住宅の完111申込受け付けは.同

年 lon来日を以て一応締め切られたが.その結果は総戸数6万2I I 7戸の内、がJI割弱

に当る 4万2982戸(内、地方公共団体 5I 85戸)訴価税4俗 5590万円の腕入申込

があり、全く'ï~受の広志表示のない賃貸住宅は、 l万9I 35戸.評価額3億五 200万円
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であった。つまり‘ 3割ほどの居住者は払い下げを矩否し続けていたのである。 r住宅年

鑑』では、こうした払い Fげ矩否の原因を以下のようにまとめている。

第 lに当初より住宅の構造上分割売却が困難とみられた共同住宅が3000戸

以上も先銭ったことは当然であり‘第2に完封l単価の高い鉄筋アパートについて

は.一日1I居住者の熱烈なu受希望があったにも拘わらず、大多数の居住者が経済的

な理由から購入を断念したので、 2700戸全部が売れ残ったのもまた当然といえ

よう。その他の住宅が光れ伐ったのも、主として、居住荷の縦済的理由によるもの

であるといいうる。終戦後建設した住宅の占有者は殆どがiì!~災計、引き揚げ者であ

り、戦前または戦時中建設した住宅は、インフレによって没泌した中産階級によっ

て多く占められていたので、彼らが自己の資産.または所得から代金を支出するこ

とは極めて苦術困難なことであった。これに付随して彼等は谷j(.J!.¥¥または団地毎に

組織を結成し.あるいは個別的に国会、c.1.L.C及び政再fに対して彼等の筒状を訴

え.その住宅を1"1または地}j公共団体に-t;'i移包し、 1，'(:米i湿り料7・fしてもらいたい

旨を隊約または討i阪をもって強調したことも.彼等のi'，U舟'1¥↑JJを如実に現わしたも

のであるといえよう。第3に同住者の民受意欲がー凶作将組合の ffliの街導占の不

'Li闘争に来日刊されたことや、~;.fMl人が買受勧奨にィ、熱心であったことなどが‘ フ巳れ

伐りのO;[閃となったことも合定できない事;tである。119

これにより.共同(}宅つまり何日司会アパー トの全てが光1JIされずに終ったことが分かるa

これ;よ去 2:Jから見てもliJlらかなように、アパートの売却Ijl(illiは他の'+:jj'l(l宅と比較にな

らないほど高かったということと.集合住宅という精造上その先111がいtmであったことが原

凶として挙げられている。実際に.同il司会アパートの売却;ま一般の関心の的でもあった。

一般の沿臼した東京郎所在の江戸川アパート・，'HIJアパート ・代行山アパート

の1111きは.設備も完備し、往年その偉容を誇ったものであるだけに、 一部では民受

について異状な熱むを示したが、結局まとまるにゼらなかった。'WJ:.n価額i立坪

当り7000余I'!にi主したものがあり、 l戸当り 10万円前後となるので、価格;ま

妥当なものとしても.大部分の俸給生活者のn但限界を超えるものであった。 120

一方、各住宅地ごとに結成されていた居住者組織の迎合体であった l住宅営団的家人組

合Jは、昭和 23年2月 15日に I1日住宅営団借家人組合全国迎合会j に発展し、営団住宅

を競売に付しないことなどを議決した。そして、五月 23ilには. '111(1宅営団借家人組合

全国連合会中央執行委員会」において、 「住宅は個人では民えなLリとして住宅を国有.国

許.組合管理などによって管理していくべきだとする決議を行った.そして殺I~!和 24 年 3

月6日には、 f全日本1!?家人組合lが f旧住宅営団借家人組合会|司迎合会lを<1'心として結

成され、営団所有の住宅売却]に対して強行に反対し続けていた。

このように、約 3~I;l)が光れ残った状態の中で、c.1.L.C は.m 二段の処分))針を13ぎ、昭

和 23年 II丹、 m2次の処分方針が検討され、次のような5災が従来された。121

119 iß設作住宅局編、 住宅年鑑、~凶社、 1 956

120建設省住宅局鋭、住宅年鑑、彩国社、 1956
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r 

( 1)政府引受案

売れ残り住宅全部を政府が買い受けようとする案であるが.財政的.管理的

両面Iで実現困難である。

(;!)処方公共団体引受案

地が公共同体は.第 1次処分において;:;0 0 0余戸を購入したのであるか

ら‘この際光却価絡を多少吉11引して、再度引受を勧奨しようとするものである。

(3) 居住省団体号l受案

居住省に団地毎に住宅組合を結成せしめて、これに引き受けさせようとする

奈であるが組合の結成と資金後得に難点があるので.これを採HJすることはできな

いとされた。

(~ )代物弁済案

住宅符凶の大 [1債権芥に対して、売れ残りLlo宅を以て代物弁済に充てようと

する京であるが、この奈はf."Hlt者に全くその怠J.;がないので、%引ttに乏しいこと

が判明した。

(五)公光案

C.I.L.Cの資産処母!万針は.公売をiJl前としているもので、 )j止むを仰ない且J

[iはこれによる外なしとされた。

しかし、この元来のなかで‘どの五三を11附するかはiJ<，とされなかったυ その後政府;立、 JlI

般のM!事?にかんがみ地)J公共団体引き受け案をI:J I~ したが.1刻係 )jlnïの結解が得られず実現

され心かった.その村i坦1ほ以ドのようなものであった.

a.Aょ処分住宅は大幅に価協の害11引を行い、 C.LLCより 1'"桜地)j公共同体に -JliJ富

渡する。

b 地)j公共団体;立、概ね現行価格で‘ 5年以内 9分五 /II(の利，0、を付して年賦分.lli

の}j法で、居住者に転売する。

しかし.この検討業も実行に移されることなく/I/l和 2'1年に人り、 「料済九原則lによ

る健全Hイ政政策は地}j公共団体移管方策を全く不可能にし、処分li¥j逝『立行きぶまりの状況を

Et:するに去った.そこで‘c.I.L.Cでは、昭和 24年テストケースとして、tiJ¥浜市rJl"F町鉄筋

コンクリートアパート 1;:; 8戸を公jこ処分に付したが、出年札するものななかった。しかし.

償浜の山下町.平沼町の同潤会アパートは、後に徽浜市出資の fiJlO.r株式会社lに売却さ

れ.iJl惇えられるまでは賃貸アパートとして残った。

12iill.没省住宅局編 住宅年11:‘彰国社、 1956
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3.3.4払い下げと「鉄筋アパート代表者協議会J

あせるc.I.L.Cは、郡下の鉄筋アパート 13団地 2456戸、および、木造住宅(約

1 00団地)あわせて、約 7370戸を、建物・ 土地・附併設備付きで.当初 lm8千万円

で!万{主将に売却する主主を立てた。しかし、これが不調に終り、 f凶絡を i億円に下げて東京都

を経て、 「日本復興建築会社j に譲渡し、この会社によって売却l処理を行う方針のもと、昭

和24年9月末日にアパートを引き渡すことに決定され.準備が進められていた.しかし、

結/"jr日本復興建築会社J側町立rl}?:上の理由で、昭和 24年に入り. 11き受けを正式に拒絶

し ここに処思!問題は暗礁に乗り tげた形になっていた。このため閉鎖機関愁理委員会では

さらに光却価格を 8下万円に引きドげ、従来の行きがかり上‘これを*J;(郡に引き取っても

らいたいという交i品、をはじめた。

こうした動きに対し、 [ f~rX山アパート居住者組合 l で ;d. Im112:3 作 IA米の)~本態度

である rJf々 の居住維をおびやかさないことを偲本方針とし、そのn体的)Jilとして>"A;里Q補

修作 公波及びこれに ~i1 1ずるもの、償還金を含めて百々の負担i し 1!~ る~;j] Utjのぼlで谷川地ごと

に tl~'I， I:' 住.(5'に筑波する。』の線で関係方面に折衝を続けた。 また、航ドの 111 同制会アパー

トで椛成される鉄筋作1M也は、 I鉄筋アパート代表.(f協議会 l の ドに結集し 備の&撚強化

を3かっていた。 ゾIj，鉄筋アパートともに完封l処理の対象となって日た木浩住宅では f全

11 本借家人組合lを"，心l二、阿佐.(1の芯向を強く押し出していた，そのl!1，-t:)j針は rjt;jイil両

日制lii'i'¥;f'111 r適正なる家llu判/ 1 修殴の促進Jの三点であったの鉄筋アパートsI'1で辺、

叫ill干木造住宅の tのような)J針に同調するまでには至っていなかったが、十11'1にA絡を保ち

つつ、航行して問題の解決に当りつつあった。

鉄筋アパート代友者協話会では、まず蛍利を目的としない!.RJ;(郎にアパー トを引き取っ

てもらうこと 、 1出段も 8 千万円では処E~困難であるからさらに引きドげることをmに要請し

た。都では、このなl向を飲み.居住占に譲渡することをJJ;(i!l1として日 千万円なら引き取ろう

との結論を山し、閉鎖機関惣J!j!委μ会との問に妥協点が見出 され、 I~jfll;! '1 qミ1I JJ 2 1I 

に、 1 0月31日付けをもって譲渡契約が調印され、都議会も凝波の決定を行った。この経

過の中で、閉鎖機関設理委員会出11は背後の関係当局とともに.従来の万針ii!iり、 「日本復興

建築会社j の引き取り矩絶を i問題とせず都側の引き受けを.]~;く要請しており.招側では当

初、一時は会社が矩絶した以上引き受けることは困難で問題は振り出しに戻ったとしていた

が、当面必要な修.!'Q波及び管型貨をつけてくれるなら引き取ろうとの態度を友明することに

なった。いずれにせよ昭和 2G年3月住宅営団法廃止を住え、アパートフピ.tllllll逝は否応なく

解決を迫られることになっていた。

こうした絹献の中で、ともかく東京郎は昭和 25年 11月に.閉鎖機関から、郎内の|日住

宅営団蛍凶住宅 7千数5戸を上地とともに 5千万円で誠り受けた。内沢は 鉄筋アパートが

約2下5百戸、木造ががJij千戸であったn この時点で土地とは日'1に鉄筋アパートは一戸平均

2万7千円.木造住宅は一戸平均 9千余円で居住者に売ることになっていた。また.土地に
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関してE立、賃貸でいく方針で、地代は坪当り l力月 l円G0銭{立を見込んでいた。この計算

だと、 6年の月賦で年 9. .) %の利息で払うことができるというものであった。

指:側からのl!t示によると、昭和 26年4月からこの月賦金を払う者i立、それまで支払って

いた使間料(賃貸料)を払う必要はないということだった。この住宅使用料は、 4月分から

(t!i!ニげし.ill物の賃貸価絡を従来の 2. 91古にしたものに上地賃貸料を加えた額とする予定

であった。J十J;i守すると、最高家賃額は従米の 63倍、実際には 20ないし 30倍の見込みと

なった。

ッ'，，111に関しては. /)耳目1)として個人に払い下げすることになっているけれど.できるだけ各

I.fl地ごとー少なくとも作棟ごとに、にまとまってï~ う態勢をつくってもらいたいというの

が.同;側の.bJ;[i，)であった。そのために郎では団体買取りのための法人の研究をしているとの

ことであった。

'よ際の;':1111，出!格は、見!);{I院が，Jiり受けた 5千万円のfuli絡に、以ドの，11'ii'iJlJを兄11'1もって算

!l¥されることになった"

1 )処分が済むまでを 9力(1ーとし、その聞の諸経費

L) 訴訟などの紛争処~!!t~

:l)ンLれなかった場{iの似火

.1)ボitiの品!，V;した 2000('を取り!jlして.新し く鉄筋コンクリートアパートを建てる

l'iltJ 

日本ii!i 通<h~の修l!!仁移築 j'i l tJ

1;)令I"J

この，1十nの結果.郎から陪fJ:.tに払い下げられる建物 (1 地を除く)のflM.'.i:の総額:.:1:.

約[(む l千九 00万円となり 、点点目iが払い下げられた上地込みの仰!怖、五千万PIの2倍以

|のfulir告であることが判明した。

これに対し、同年4刀 Iu日には、鉄筋アパート代ぷ計協議会が、代下了IIJクラブ宅で、

払いドけ'を受ける旧同初会アパートの代表が集まった122" II¥J市したアパートおよびその代表

;立以 Fの泊りであった。

-江戸川アパート(川島 ・五十嵐)

・上野下アパー ト (主rr.\，~ .図的 ・池田)

. l.t山アパー ト(皆川・ #1上)

-三EfIアパー ト(小笠 .i:ra) 

・住吉アパート(自律)

-中ノ郷アパート(山政)

.1.t谷アパー ト (泌井)

-代官山アパート(糸)1・:白井 ・佐必 ・国中・後藤.i'J'1-') 

ここでは、以下のような申し合わせ事項が決められた。

・各アパートt::iの連絡を僚にし、参考資料の交換を行う。

122 . f~H・iJJ アパート町会資料 2 1より
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-都に対して‘今後も値段引き下げの交渉を行うとともに、各団地の買い受け態勢が出来

るまで.使用料の取り立てを待ってもらうように申し入れる。

. 4月 18日午前 9時.東京都建築局前に集まって、交渉を行う.

4丹 18日には、代官山居住者組合委員長が「鉄筋会議Jの代表として東京初建築局長の

ところへ要望に行った。そこでの回答は、

・法人をつくって買入れ態勢を整えれば、代金の値下げを考ほする 0

・使用料の指置は.局長の権限ではできない。

. 4月20日には団地ごとの総価絡を出す。

-使用料は各戸に決めて通知する。 5月のはじめになるだろう。

この結果、代宮山の組合長が5月の l、2両日に東京都建築局に行ったところ、 r 4日の

午前 10時に、各団地の価格を発去するから、各団地に連絡して欲しい。この佃1栴は各団地

fftの合計額で、敷地と建物の別に発表する。 Jという返事であった。これをみる限り、旧同

制会アパートの中でも代官山アパートが、この時点での東京冊目との元111交渉については、主

将権を発問していたことが読み取れる。そして、ようやく 5月4円に東京都建築局に集まっ

た作|干l地代表者の前で発衣された買取り佃i協は以下のようなものであった。123

表 24各団地別売却価絡.

(東京都査定)各団地別f曲佑表 (195 1 年5月4日)

団地名 戸数 ill物(円)

江戸川 260 16.301.722 

茸1'i 66 3.205.770 

630 

上野下 I 6 2.213.112 

k塚 148 3.858. 165 

69 

ニ始 652 485.327 

点B1[ 593. 798 

64 

住吉 64 3.843.384 

6230 

三回 6 6 1. 865. 562 

青山 87 5.617.058 

d. 5 I 

rjlJ郷 6 8 2.744，696 

634 

柳島 6142 2.863，059 

代官111 34 0 12.693.151 

清砂 ム66'1 8，817，740 

「玄夜夜R'l士正否清英戸賀

代官山資料4"より

敷地(門)

2.019.927 

(j 9 ;;. 2 1 2 

793. GU7 

94;. 1"123 

1 i 1. ，~1 ;; 

住占と合同

1.642. 939 

532.398 

2.332.281 

4 9 '1. 1 9 " 

911. 012 

7.804，352 

2.383，;;13 
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世地坪世(坪)

2. 0 6 1. 1" 

886. i5 

34. 716 

36.270 

2 (j. 3 2 4 

住吉と合同

313.538 

33.954 

168.309 

1 0 7. 9 0 :3 

I :) 4， 6 I 1 

596.663 

.1 :) :)， 7;) 4 
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また、大塚女子アパートだけは、分譲ではなくそのまま東京都の管理に移行したが、これ

は居住者の総怠によるものであった。 f分譲すれば人から人へわたり.男性や他の者が入っ

て来るので公的管理を。j とけう意見が一番大きかったらしい。124

123代行山アパー ト町会資料 33より

124_1988.平野正秀 r戦前の東京における公営住宅(その 2) 東京附営住宅と同潤会ものがたり -

J大塚女子アパートメント・ 三河島共同住宅) J・ rもんけん. 1 1号 仰 180 東京総建設校術協
耳
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3.4まとめ

本意ではまず、大正時代からl!築界を中心とした生活改善述動を大きな背景とした住宅改

選JA'FlJにおける集合住宅(アパートメント・ハウス)の‘欧米からの移入に関する議論を検

討した。大正時代には、まだ適切な訳話も見つからなかった (現在も見つかっていないとい

ってよいだろう)アパートメント・ハウスは、単に建築分野における議論に終始することな

く.社会改良家や経済学者、官僚をも巻き込みつつ. -fillの社会的な議論にまでなってい

る。こうしたアパー トメ ントに関する議論は、基本的には 「将来の日本の郎市中流府が住む

のにi直したアパートは何ぞやj というテーマが常にその恨底に流れていた。これは.前t;iで

みてきたような、社会事業としての住宅供給という.もう一つの時代7T)j(とはII'U真結び付く

ものではなかったが、話謀本j平吉による文化アパートの建設は‘内務省官僚をも巻き込み‘政

J(.fの低利資金の融通を受け.波災後に竣工しているが、これが fll会政策としての住宅供

給1と「郎市中流Iflのための生前改善としての住宅改善Jという一つの大きな流れの、初め

ての合流点だったといえるだろう。

-fj、そうした生活己主汚としてのアパートメント議論は、必ずしも現実社会に直後影響を

及ぼしたわけではなく、民mJの住宅供給 ・住宅経営の分野では、主1!自に新たな時代にふさわ

しい集合住宅(木造)のjJl，没 ・経併に乗り出していた.明治末期の上のs!楽部を1HfJiとする

これらlZ災前の民間集合住宅建設は、 w)f(に都市中流回向けの住宅が少ないという現実的背

景のなかから生まれ.中には映画館や事務所、邸宅を改装 して集合住宅とするものも多かっ

た。 こうしたことは.ffll市中流筋肉けの集合住宅供給が、一極の流行業として氏1::1の縫芭者

に受け止められ、住宅経営業という業界に利用された感があったことは否めない。実際こう

した「アパートの流行Jは、lfi災後特に激しくなり、 一般社会に流通する 「アパー トJとい

う古来は徐々に、現代におけるアパート.もしくはそれ以下のh1+ f l:~ n:1 としての怠味しか待

ち t~}なくなっていくのである。

さて‘同潤会アパートでは政策的には前1ftで触れたような社会事業として出発していた

が、本章で各アパー トの配位上の特徴や計画上の特徴をつぶさに検討した結果、アパートメ

ントの建設においては、本IjIの前半で述べたような住宅改普運動にみられる各磁の提案を総

合的にまとめあげているということが.アパートの設計に供わった人物の記録や記述によっ

て明らかとなった.

また、本章では、これまであまり触れられることのなかった問潤会アパートにおける管埋

のあり方を、アパートに住む戦前居住者の証言や尊父が同閥会峨Dであった水出氏からお借

りした同制会内部資料 ru:宅官吏事務t;i程』によって明らかにした。特にこのなかの「ア

パー トメ ン卜御住込に就ての御fじな」というアパート入居者のためのいわば 「アパート生活

の手引きJには、階段室を単位とした「組」を組織させたり、居住.;:;-共同で住戸間りの住環

境の維持をさせたりしていたことが分かった。また、同開会臓tiでもあるLI:込の管理!人の役

割lも811らかになった.
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4.1本研究における東京市営古石場住宅の位置付け

4.1.1古石i曇住宅の位置付け

東京市営古石場住宅は、現在人が居住している日本における耐火造の集合住宅の中では、

おそらく政吉のものであろう。現在、古石場住宅の敷地内には、関東大震災以前に竣工した

l号館から 4号館までの鉄筋コンクリートプロック造の{主陳と、震災後に建てられたRC造の

ろ乃館 l隙の、 Z十5棟が建っている。このほか、震災以前に lから 4号館のほかに鉄筋コン

クリートプロック造の食堂波銭湯が建設されたが、震災によって大きなダメージを受けたた

め、その後は共fIIb在設としては使われず、東京都の念41Iとして使われ、現在に至っている。

市石場住宅を本論の"ll~例として取り上げるのは‘ 上記のように同i間会アパートより先に束

);(r!i'g(t宅としてill設され.続造もRCではなく鉄筋プロックという特殊な椛造であるためで

ある。したがって、同澗会アパートと比較すると、戦前lにおける住環岐の運営方法や.その

後の払い Fげによる居住者の動向が異なっているのである。

しかし， 70年近く .lli合住宅としての周に供してきた点や.階段室1I'iを中心とした設

，n. 'jtH去に払い下げられた点、など同制会アパートと共通する点も多い。

4.1.2調査慨要

B捌tUJ'i日は以下のとおりである。 1

・アパート居住者へのインタ ビュー調笠および内部実測調fE

.占くから(}む居住者i宝による座談会

-外部空n日マップ淵査および屋上マップ調査

只体的な謝査日程は、以下の通りである。

平成 7 年 8 月 28 日 ~3 0 日:住民インタビュ一、 内部空間実測

l本調査は、東京大学建築学科高情研究室(金平真理子).長1軍研究室(前田祁紀 肥田大針。、東京
埋科大学l.I!築学科伊語研究室{加藤純、広瀬仰‘中沢えり.ほか)、日本女子大学高係研究室(小寺
祭給子.島問直子)のメンパーとの共同で行われた.
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図 60.古石場住宅調査住戸
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4.2古石場住宅前史

「古石場J の地名は、江戸城~域時の石白場だったことに由来する。つまり、徳川家康が

江戸築減のための石題を西国の諸大名に命じて運ばせたとき、船で占立中品まで着いた石を置

いていたのが r古石場Jの地名の由来である。かつてはこの地が深川の南端にあたり 、東

)i(向からの仰上げの船が行き来していた@その後埋め立てが進み、明治 24年には、深川海

辺新聞飛地古G場.久左衛門車rr印JlH世古石場、 f(l戸村lIH世古石場と呼ばれていた地域が統合

され、深川占行場町が新設された。2

-fi? ，ま r iëi~たる iítれ llrだった j そうである。敷地問辺には南北に大償河、 fタ浜辺が!など

の木路が，tる「水辺Jの町であった。アパー ト敷地も古石場川という水路にtiZしていた。替

はこのMで f供が泳いでいたそうだが、いまはほとんど耳目めiJ:てられ r江東区立市6場事」

ノk公f>llIJとなっている。

2. I日86.朝日新日flll会部‘ 『東京地名考上』 、PP211.朝日新聞社

第 4軍 車京市営古石場住宅における住環境還宮 -179-

4.3計画の概要

-所在 江東区古石場2.14(深川区古石場町22番地)

-着工年 大正11年4月(第一期)

大正14年6月(第二期)

. ~査工年 大正12年3月(第一期)

大正15年2月(第二期)

-規模 敷地面積 :約 1200坪

・飽設概要 鉄筋ブロック造 3階建4転車

RC造 l倣

RC造市営浴場 l鯨

鉄筋プロック造旧食堂兼浴場 l隙

. It戸数 24!J戸

4.3.1震災前の計画

古石場住宅の東京市営住宅としての位置付けはすでに本論第 2i;'I~で見てきた。 ここでは.

特に古石場住宅そのものの計図・主s設過程を見ながら、その特徴をIE保することにしたい。

占石場住宅i立、大正 12年 5月、東京市社会局が建設に』i-手し、関東大虐災による、改

修‘補修をはさんで次々と住棟 ・市営浴場 ・食堂が建設された。

大正 11年の、 『共同住宅及ビルディングに関する静:Btu に古石場住宅のl.ll設予定の配置

凶(図 61)が載っており、これを見ると、現在の l号館が4号館、現在の 2号館が2号

館、現在の4号館が2号館となっている。

第 d童 東京市営古石場住宅における住環境運宮 -180-



この(ì似の得月がいつ変更されたのかは IljJ らかではない。 I~HII5 年発行の 『東京市古住宅

jf
1i1j では、現在の2号館のことを l号館と記述しているので‘f主ti名称変1!:は早くとも昭

和三年以降であることが分かる。なお、本論では、現在の号館名称を用いることにする，

図 62.古石場住宅 1号館 (現2号館l4 

t官披ー:主住 場 石古

この配位図を見ると.各号館の周りには、柵状のものが設i(lされ.食堂と浴場は共同とな

っており、食堂が南側、浴場が北側に配されており. 2号かから.渡り廊下らしきものが、

3. 1922.東京市社会局、 「共同住宅及ビルディ ングに関する調査』より

1. 19・!o、東京市社会局、 『東京市営住宅要覧』

ヨ~4 宣 車京市宮古石場住宅における住環境運宮 -181-

食堂と浴場の中間部分につなげられている計画となっている. (しかし昭和5年の写真、図

6 "を見るとこの控室り廊下の存在は確認できないので、震災によって計画が変更されたのか

もしれない。)東京市の文献を見る限りでは、 2号館のことを 「テネメントハウス」、それ

以外の号館を「アパートメントハウスJと呼んでおり、これらを明らかに区別していたこと

が分かる。テネメントハウスの便所は共同であり、台所の設備もなかったことと、食堂に直

後行けるような形で設計されていたこと、そして、各室のf~J取のほとんどが l 室構成(中に

2室のものもある)であることを考えると、 「テネメントハウス」の呼林は、 「強身者向J

の{主棟という意味であったとも考えられる。しかし.あとで述べるように 2号館にも戦時中

は妥帯者の世帯が入居していたことを考えると.はじめ独身者向と設定されていた 2号館が

後の‘戦時中の住宅難によって家族向にも使用されるようになったという推測が妥当ではな

かろ うか。

『東京市営住宅要覧』には、

古石場住宅は本邦にJRけるアパー トメ ントハウスの法能とも式ふべきものであ

って少額所得者の便宜ギ福の点より需要者が殺到した。Jtの状態に主主み更に-ti二

十四戸をm殺すべく大疋十四年工事に着工し~年二月竣工したJ主 (1:'をほ従来の終験

により短を捨て長を補ひあらゆる点に於て一段のiffi!l主を凡たものと三ふべく 、tll.に

居住者の由IJより好評を得たるのみならず住宅問題解決の好資料となった訳である。5

と記されており‘ 古石場住宅が、当時の東京市営住宅の 「円一[Jだったことは間進いなか

ろう 。 しかし、傍点の 「法的j という言葉に注目しなければならない ， これ ;l. 物 'J~の始ま

り .起源と いう意味であるが.公営住宅としてのアパー トメ ント 'J~l1;式市行場以前lに既に

憤浜において着手されていた.償浜市では、鉄筋ブロック造による中村町第一共同住宅館が

大11:1 0 年 5 月に築工している。 この償浜市営住宅l!ilが占石Ji.i住宅建設に大きな~智?を与え

たのは.水沼論文6の街摘するところであり、すでに第2章でi&べてきたところである。

古石場住宅の建設は 2)gJに分けられる。第一JQJは.大正 11{ド '1JJ に "'~f_j一 大正 12年

3 J..Jに竣工し. 1 f}ftuから 4号館までの 3階建住棟と、付;iQ:の浴場 .u，r:i:の完成を見た。

第一期分は.問11:"fJに貸し付けを開始したが.同年 9月の関東大混災により、大きなダ

メージを受けた。そのダメージを知る手がかりとしては、 『東京市営住宅~覧』の 「古石場

住宅の内部亦大偵し」、浴場については r既に工事完了し1m業準備中の古石場住宅付設浴

場に亦多大なるmf拐を与へj られた浴場は. r ~度銅せる個所を修思して仮浴場としてJ 大正

1 "年6月 l日に開設したが、

永〈使用し得ざることは月島浴場の場合と何等処らないばかりでなく、従来の

敷地にては狭硲の憾もあった。本市はE互に於ても改築の必要を認め総統帝都復興費

を以て従来の浴場を経営しつつ、住宅敷地内の空地にJ~の敷地を定め、昭和四年六

月廿八日起工したのである。(本年[昭和5年]三刈開設の予定) J ([] =筆者

i1l 7 

5. 193口、東京市社会的、 I"W京市営住宅要覧』

U. 1989.水沼淑子. r横浜市の市営住宅事業における共同住宅館建設の;il;義とJi!)山liに及lました影響に
ついて』、 r日本建築学会計阿系論文報告集J 1 989年4月

7. 1930、東京市社会同. r東京市営住宅要覧』
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として、鉄筋プロック造による旧浴場(延面積約42館、含経営者用住宅)を開設したま

ま. 1< C造による新銭湯(延面積8I j平、含経営者用住宅)を同一敷地内に開いたのであっ

たa

図 63古石場住宅付設浴場8

図 64.共同浴場平面9

なお、新旧共に、銭湯の経営は委託形式であって、経営者向けの住宅(木造2階建)が棟

続きでl.s，没されていた。銭湯が委託であったのは、代宮山アパートの 「文化協j と同級であ

る.

8 1930.東京市社会局、 『東京市錨設社会事業要覧』

9. 1930、東京市社会応. I・東京市営住宅要覧』
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そして.大正 14年6月には、第2期の工事として、 2号館の南側の空き地に 5号館が

RC造でt曽設され‘大正 1;;年2月には竣工している。

図 65.昭和 5年の5号館写真10

4.3.2住棟 ・住戸計画

次に住隙の桃成を凡てみよう。(jこ練は、階段室型の家肢向け{U:Ii(1、3、ιl号館)と.

q'/Pliド'l'H11:Ii(2号由'() (11 I 1 :-}(lfi)、 RC造の家悠向け{上練 5~}fií1の、 3 タイプからな

るa

2号館は2つの階段討をイ[しており.各階毎に共同使所が付t、ていた。ここで特徴的なこ

とぷ、各室には巾廊下に而して、検気のためであろうと思われる窓と射きH1し窓を付けてい

たことである。

また、中廊ドの阿端には、鉄什によって南北に非常時f段が，没i内されていた。これは.上記

閃 G"のS.qftr¥の写nのた仰lに鉄Hの非常階段が設i(lされている様 子からも分かる。この非

常階段の脇には.共161のダス トシュートの設備もあった。

さらに.:3階の中廊下には、屋上につき出して2ヶ所の通気孔をe没けていたoit宅内の換

気、廊下内部の換気に配慮した設計といえるだろう。しかし、廊下内部は大変暗く 、1%光計

画はあまりうまくいっていないというのが実情である。住戸は、 6公一室のものが基本であ

るが、他に 71'!のものや. 6:uと 3rtの2室のものなどがある。なお、台所は各室に設けら

れている。この他に共同玄関の脇には、管理人室があった。

各住宅には基本的に l問削の押入と. 1 r.~幅の簡単な流しが玄関を入ってすぐの土!日iの部

分につくってあった。また.屋上は、洗濯場兼物干場となっていた。

各室の、外部に関する:窓は、縦長の木製サッシによってできている制百聞きの窓となって

いる。これはこの建物の構造が基本的にlil精造によって支えられているためにこうしたプロ

ポーションになっているといえよう。この窓は、 l、3、4号館でもfllいられている。

10.1930、東京市社会局. r東京市営住宅要覧』
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図 66.2号館の当初平面図11

共同玄関

現(Eの 1. 3、4号館は、各階2戸.合計6戸の住戸によって構成される階段室をー単位

として社両されている。(1号館 l階段室. 3、4号館3階段:r，)住戸には‘それぞれ水i'Jt

f出所がついて入るものの、便所は階段室の踊り場に、住居とは別に計画されている。便所に

行くためには-I.!l'.玄関で履き物を届き替えて階段の釧り場にtljて行かなければならない.

便所の!日空は.手洗い場となっている。

(1:1;の内日目は4r(. ~ I~ とり場の続きr::Jから精成されており、玄関;まづ|戸となっている 匂 各住

i'の玄関のつきあたりに半l:lj分の押入があり、この押入によって、 6位‘ 4畳半、台所、玄

関が分かれているという.特徴のあるプランニングであった。

また、地上には共同の洗rÆ場校物干上自が設出ーしてあり.階段'主の~I~場にはダストシュート

の必備もあった。

図 67.1， 3、 4号館当初平函図及立面図12
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11.1930、東京市社会局、 『東京市営住宅要覧』

12.1922、東京市社会局、 『共同住宅及ビルディングに関する調査』より
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図 68.向上写真13

“' 

!'l 行場住宅の中でI唯一43災後に建てられた 5 号館は‘ 2 つの階段、tからなり、各附の~i1iり

切に 4戸の住戸が而している。JU司の玄関を入ると、各階のホールが!よくと られており‘人

j1lV f行のタイルによって仕 i二がなされていた。 5 号館のお側 lこ;立、首 ! I~jの光l庄があり、 この

光l正に曲Iして各階の共同のホールに光が差し込むように設計されていたが、 :ょ:際には昼間で

も i~，~nL'fい空J:: J となっている.

図 69.5号館当初平函図14

13.1930、東京市社会同‘ r.*J;(市施政社会事業要覧』

14佐藤功一、 「住宅建築j 、 『アルスili築講座』
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この各階の玄関ホールには， 1箇所ずつ(各階総計2箇所ずつ)のダストシュートがあっ

た。こうした共用空間は.比較的広い感じがするが、佐藤:ijJーは.この共用空間を以下のよ

うに詳している 15

友玄関は2岱l所に取ってあり、此処より各戸に通ずる廊下、階段等の共用部分

は&.ぶ限り其のI師干立を小ならしめ、屋内の各世，11?で自治的に婦除をなす上にも、な

るべく.f1j1!を少くなからしむるように工夫せられている。

つまり 5号館のホール、及び階段の面積は.ぎりぎりに切り詰められたもので.これ

:;:t， M除をする商偵を減らすという効果があるとしているのだ。しかし、実際にはかなり的

外れな立見といえよう。

図 70.5号館ホール写真16

1j:1 ':ま. Gr::-J- 6)~::' 6位+4畳半の二IlfJにより椛成されており、便所は部屋の中の、玄

関に I~í した と こ ろに配凶されている。 5 号館は、鉄筋コンクリート itiであり、他の号館とは

巡って、住宅の開口部分が広くとられている。コンクリートブロックのli:隙では、而般の狭

い木製の観n:IJt'の開口であったものが、5号館の場合には、納治上の制約から解/fI.されてい

るために、木造の引きi主いの広いIJH口になっている。

また、各'i，のあいだには間間がつけてあり‘ 全くの日本風の仕係となっているu

台所は.玄関から直按入れるようになっており 、人造研石の流しが備え付けてあった。ま

た、台所の横は水洗便所となっていて.水洗便所の水タ ンクは台所に備え付けてあった(図

72) 

15佐腸功一、 rfl:宅建築J. rアJ，:ス建築講座』

16佐必功一 r住宅建築1、 rアルスil!築識府』
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図 71.5号館室内写真17

図 72.5号館台所写真18

5号館では、他の号館と同じように‘屋上が洗濯場兼物干場となっており、下図のように

なっていた。ここで前白いのは、 5号館のみならず、全ての住械!の屋上部分には鉱jl'f(，iiが取

り付けてあることだ。これはどのように使われていたのかは定かではないが、各百Rの生活情

報を居住者に知らせるためのものであったと思われる。

17佐藤功一 「住宅建築j 、 lアルス建築講座』

18佐麗功一、 「住宅建築」、 「アルス建築講座』
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19.vr.勝功ーへ 「住宅建築J、 『アルス建築講座J
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4.4 古石場住宅の変遷

4.4.1戦前期 (大正 15年~昭和 20年)

設備、特に屋上に設立iEされた共同洗濯場について、建設当時の大正 1;;年当時の新聞に

は、 「センさへひねればたらひに水道の水が落ち、洗泌を終はると何一つさえぎる物もない

太陽直射の屋上で、洗ひ物をかわかす事ができるといふ実に創IILl万従の設備j と訴されてい

たそうである。20竣工時の大正時代に入居した居住者は、東京市や区の障を只、??察官、電

}j . ガス会社の社員などの公的セクターに属する都市中部tr~jであった ， 内山河l三によれば、

I~lftl;; 年の調査では、入院界は公宵吏 ・~祭館 教師によって~'ii'Jを占めていたという21

また収入に対する家賃の;則合は I6 - 19 %となっていた。22

しかし、その後附和 10 ij一代の後下になると、東京町lの関係.('j'しか入，
1
1';'できなくなってい

たそうである。

また、住宅の日々の包'思については、古石場住宅にはW:iJCtntt't\利凍結務の 'J~務員 l 人と.

'?~;J_!H助手 l 人が配されていた。 このための管理事務所は 2 月町11 階の fd!'Jの階段宝の脇に

あった。居住者は毎月 20日に配布される納額告知;t，¥と共にその月分の使用料(日G屋代)を

:!8Uまでに管理事務所に持参納入し.管理員は告知:!iを住宅介帳に以，'j1iし、居住1"fへ仮領

収，'iを交付しなければならなかった。管恩員は、これをまとめて，Ii合防に納入していた。ま

た、1I宅の修繕等については、 -u表の取り替えと襖の張り符えは.r'f{i♂の"，し出により 6

)Jと I2月の 2階に定19J修繕を範し、その他の修繕は随時行う'j(になっていた。12気代につ

いては、はじめ 「定額制」 だったが、すぐにメーター制に切りや~られた。

その他官邸!員の業務(維務)として『東京市営住宅12覧』にー

$Jl切'Jffiーを行とし屑住者の一身上の 'J~柄例へば、 ?i問、 無料診然の証 IlfJ τfl lJî.

~祭器並区役所の示i主事項の伝達等の騒々の付部業務を行い出来るよ住民との良き

了解を得るτ]~ に務めている 。

と記されているところに、あるべき管理人の姿勢を明らかにしている。

4.4.2戦中・戦後

昭和 20年の東京大空襲では.古石場住宅の周辺が焼野原となった。.'.iG場住宅では、5

号館の西側 3 階に ~>'i災仰がîKち 、 l階と 3階が丸焼けになった。焼けた部分は、*京郡によ

20 1991、篠原義近編、 『東京ill築懐古録J. PP1W、読売新聞社

21.1975、西山知三‘ 『円本の住まい 1J . PP.1C培、動草書房

221987.平野正秀. f.織!日Iの東京における公営住宅{その 1) ー東点r!i常住宅ものがたり (月島.古
石場.点砂.王舵.m和)J. rもんけんJ4 1号、 Pl'l96、点点.1m設技術協会
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る応急の改修で何とかしのいだが、雨漏りがひどく、床は波打ち、 トイレは水洩れで傘がな

いと入れない状態だった。

終戦直後には.日本橋から一面の焼け跡の向こうにこの古石場住宅がはるかに見えていた

そうである。 水道も電気もない空襲直後は、玄関前の踊り場に薪が積まれ、薪~Jをやってい

た。同じ踊り場では、卓旅をやったりする遊び場にもなっていたようだった。 (5号館)ま

たー当時 2号館の西側は公園になっていたという証言もある。

終戦直後に入居した人は.周辺で焼け出された人が多く 、当時古石場住宅の管理人をして

いた人に頼んで入居した人もいた。また、焼け出されて小学校に仮住いをしていたところ

を.W:J;¥!¥liの斡旋で古石場住宅に入居した人もいる。

I~{和 28 年 4 月、東京都は住宅及び建物を l 戸 6~9 万円前後で 6 年の月賦の支払いによ

って. }，'}(主省に分泌した。払下げの時に、戦災などで痛んだところは.外装に吹き付けをし

1([し、{主r'内は漆喰を塗り直した。払下げの月賦は.毎月田I会事務所へ来る東京郎の住宅局

の久性腕 ilに、支払っていた。 なお、払下げの決定 .;t，~には. fW:京I';!iill，没局終務部1Eiffiii認都

'，1;~'分 ，，1lFJ[ Iと紀されていた。

吋IL'iの「供は、よく屋上で遊んでいた。ぺーゴマをやるときはーコンケリートでベーゴ?

を係って歩いていた。 ベーゴマの f(J を~ーらせて強くするためである。 また、住宅の同りには

I l t刷がたくさん納わっていて、夏になるとカナブンがたくさん飛んできた。 JJ~図の花火もこ

こからよく見えていた。3号館と 4乃Ggには.現在江東灰の公闘があるが、これは以前は通

路どったものをI~{和 :3 5年Ifiに江東区に貸して公闘にしたものである。

I~{ 利 -IOJド可iまでは、まだ71i気洗Ud機があまり普及しておらず、w.上でたらいを使って洗

叫していた家庭が多く、井戸端会議が白然に聞かれていたそうである@

ImJl~ 7lf.Jti、 2号館では、非常階段を設也し、同時JUIには、水道を共同水道から例入水

辺に切り符ている。

lII4宣 車京市宮古石崎住宅における住環境軍曹 -191-

4.5個々の居住者による住環境形成

4.5.1 アパート内移動

今回調査した住戸 I2位帯のうち、アパー ト内で住戸紗動をした例は. 3例あった。

その一つの例は、戦前の‘まだ管理人が古石場住宅の 2号館にいた昭和 I9年の事例であ

る。住棟の北西側の住戸に住んでいた位帯が、同じ号館の北東に住んでいた知人の転居を知

り.管寝人に部屋を替えてもらうようにお願いして.実現している。これは同じ間取である

にもかかわらず、日当りという!t'i境を考えての移動であり、，，1}(七I郎防のm加をともなわない

ものであった。

また、古石場住宅がまだ東爪郎営住宅であったころの、J1(l和 2o lドにiiわれたものは、居

住liJiWの上告加をともなっている。この世帯は、昭和 I9年に、 2~Hnに 2 歳になる娘と夫の

米政3人で入府した。I:rjl且;ま6n+3位であった。やがて子供がmぇ. ()人米政になり、子

{J(が成長するにiliれてHI，になった。このため、部屋を杯えて欲しと点以郎へお願いに行

きー同じ古石場{l:宅のろ号館へ移してもらっている。住宅姥の、引午、[市民を砂るのは大変

で.何度も東京町iへ足を止liんだそうである。

戦後の :J~例は、終申~11'ï後に.戦災の被害を受けた住戸から.被~- ''J を受けていない住戸への

移動であり これは緊急避態的な、居住l飼筒の鉱大を伴わない移動であった。

こうした公のむJ!]者である東京初が居住者のニーズに答えて、住民のアパート内住み伴え

を斡佐していたことは、後に述べる同潤会の代宮山、柳烏でも行われているリ

4.5.2増築

古6場住宅では、あとで同il首会アパートで見るような大規僚なl1'1!.i'iはほとんど行われてい

ない。しかも明築のほとんどは l階部分の担築のしやすい筒所に集中している。これは、 l 

号館から 4号E官までが、躯体のl早みがお')30c mという鉄筋コンクリートブロック造である

ためにほとんど躯体をいじれないことに大きな原因がある。また.RC造の5号館の場合は、

住棟回りの空地が非常に狭く、 I匂築そのものの路工がしにくいことが原閃で、ほとんど地築

が行われていないものと忠われる。ただ、 δ号館前面にはかなり広い空地があるものの.実

際には物干台が設置されているくらいで.J'，¥l築は行われていない。これは;)号館の凸凹の

激しい、表現派風のファサードのデザインが原因であると思われる。

また.各自1とも、水道のメーターが共同であるために‘風呂場のm築が基本的に禁止され

ていることも、.t'11築の主1，gな!i)J慢である「内風呂の設置j と相人れずに、 M!.i'iを抑制するがJ

来があったとも推測される。

実際にI曽築しているところの而陥は、古石場住宅では均一化しており、 ei. 611iから

7. 2 niと.全て l室のみの憎築となっている.こうした小規伎な坪1築が行われたのは、本
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研究で対象としている事例では‘猿江アパー トがあげられるが、猿江アパートの場合は‘建

物形態が復維であることと片廊下式であること、さらに、町会による噌築規則が比較的徹底

していることがその埋由として考えられ.古石場とは選った原因で、小規僕t曽築となってい

るのである.

4.5.3複数住戸使用

1吋石品J住宅では、今回調資した 12世帯のうち、実に. 8世帯が複数戸を使用していた。

以大;立五戸(11!t.::llで、 4戸 (1世帯). 3戸(11立1t()、2戸 (41世帯)と.比較的2

Vを使JJIしているケースが多かった.

4.5.4 n戸 1化

l'i{i.Pl';-l住宅の鉄筋コンクリートブロック造のt1棟では‘本研究の他の|υJn司会アパートにみ

られるようなn戸 1iヒは一切行われていなかった。これは、，iiJi，'Iの閉築のこうでも述べたよう

に、物DIW，Jに{上戸/::Jの界ぽを取り除くことが困難であることと.m築規僚が小さいためにf<1l

';í!;によって隣戸を ìf~占することができないということが以図として考えられる。

しかし. RC造である 51j館で芯.後のケーススタディでみるように、2PI化を行った

II:J;がある。これが"1能となったのは他の号館とは全く逆の且I!山で、椛itiがRCラーメン構造

であったことと. )，1;本的にI骨築ができなかったので居住空t:lI!Ji;大の一方法としてn戸 l化を選

んどという砲白!it，が与えられる。

4.5.5用途転用

占石場住宅ではもともと銭湯は組立して建てられており. (主棟内の共JTJj菌施設としては‘

2号館 11併にあった管理人室のみであった。これ以外は全て住宅用として建てられている.

管恩人室は.払い下げの結果、住宅として使われるようになった。一方‘住宅の方はあまり

用途の転用は行われず、 2号館 l階に小規筏家内工場があり、 3号館にぷ計事務所がある程

度である.また.Q近になって再開発準備組合の事務所が5号館 l階に開設され.2号館 l

附の住戸はその会議室として使われている。

4.5.6共用空間の利用

白石場住宅のアスフアルトされている通りは、現在駐車湯と しての役芹rJを但っており.ま

た2号nrtlE而の広いとおりは.子供たちの格好の遊び場になっている。これはここがアパー

第4.Jl京市宮古石!I住宅における也事横彊宮

ト内の各所からよく見えるということが、貌が子供を安心して遊ばせている原因となってい

るからであろう.

一方、舗装されていないところ、つまり 2号館の西側や5号館の斑などは.ただの空き地

となっており 、ところどころにm築されている。また、 3、4号館のI:fJは、江東区立の公園

となっているが、空間のD/Hが高〈、あまり日が差さないせいか、好んで使われている係子

はない。子供がたくさんいたころほよく遊んでいた。

子供が小さいときは 「アパートの外には出ないようにJとだけ注ぷして、アパート内では

白山に遊ばせていた。これは、観にとっては、 r~1主かしらが見ていてくれるので安心」 だっ

たからだという。

また、道路では臼脱臼ごとに生協の車が来たり、銭湯の，iijに.1(¥、応が出たりしている。

敷地内の建物周りには、 hll々 な値木がある。みかん、びわ.防、柿など:nのなる樹木が多

いが、これらは居住者が納えたものである。

また、銭iJ)，は合石場住宅のコミュニティ形成にとってif(~な役;刊を来たしているようであ

る。 (供たちどうしで、 ifれ立って銭湯に行くこともある凶しかし.1且に 1Ji'li本みであるこ

とと、子供が大人料金になってから金銭的にかさむ(6人家族で11に;;~ o )jl'lになる)こ

となどが、銭似の不f史な}!.1.として街摘された。高齢者の'1'には.近所にある rIfJ?ilb~福祉会

白:1の風月を利!日している人もある。

léHl:-Xの rl~1 に;之内短lldのある住宅に引っ占星す人もいるが、銭湯にi且うことによってチ

供の股ができるということで引舷しをとどまった人もいる。

4.5.7ケーススタディ

ここでは、;)f}fiHで 2 つの住(iをつないで 1 軒にして使JIJ している，)~例を紅i介する。

もともと実家が隣田jにあり、父fjの組父が戦後に 5~jftnの隣の附段引の1I 宅を ïï取って

所イIしていた。 隣人後は税減にnしていて、夫も中学生のH51こここにけんだことがあった。

その後夫がl昭和~ 3年以ここに滋してきて.結婚したのだが、 2tf'ほどの後、今住んでいる

住宅が空いたので、住んでいた人から隣入した。その後昭和157 年に、~1fJり且J を侠んでfÛ11)1r)

の住宅の借家人が出て行ったので.大屋さんを尋ねて行き、もう一つの住戸を腕入した。

勝入してすぐ、 2軒のWJの踊り場をつぶして室内化し、 2粁をつないで改装した。現在

は夫婦2人.子供4人の6人で詳らしている.

第 4量 東京市宮古石場住宅における住環境還宮 -194-



E 費量圃圃国国国
F・司jiiiLT

図 74.5号館で2戸 1化をした伊l
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4.6居住者組織による住環境のコントロール

4.6.1親交会

級交会は、古石場住宅の居住者のみで構成されており、地Jj自治行政の繍完的な仕事を担

う傍ら、自治組織として.1虫自の活動を行っている。行政補完的な仕事としては‘区役所の

依頼による一斉消帰 (6月)、交通安全週間.夜響、赤いi同線Al令などがある。それ以外の

活動としては‘誰かがなくなったときに香典を包んだり、百i岡八備に共同で谷{.tをしたりし

ている。また、以前はパス旅行などを企画していた時期もあった。会的は.現在月に 300

PIである。

i立1J.は、 l号館から l名、 2η釘iから 6名‘ 3・4号館からそれぞれ :l名、五月館から 2

名選出される。このうちから、会長を l名、副会長を 2名、会a'十を 1t，i盆/Bする。

)lに 1@I. r常会j が2号館の税交会事務所で行われる。事務所にぽ.米主的に狭くてi1可

める部肢がないために、来客の人が泊まったこともあるそうである。

11 'i;¥的な住宅の維待 ・管理は.号館単位で行われている。m築に関しては‘他人の迷感に

ならない程度というくらいで.特にi止まりはない。 (11jfli1については聴き取りを行ってい

ない)

羽交会の現在の霊安な行事として.お|耐八幡宮のお祭りへの参加がある。 I~j拘J 4 ;)年くら

L、までは.古石場住宅全体で、 2号館の前の通りで惚を組んで盆踊りをしていた。2日間に

わたって催され、太ままとレコードを使っていた。出応はなく.おiiifなどが谷人に配られて

いた。 7月と、早い時JQIに行われていたので、よその子供も大勢米ていたらしい。

祭りについては‘ Zri同八幡の祭りに.琴平町会と一緒になって参加しているω この時子供

は法被をおる。また、江東区主催の区民祭があり、古石場協M会l!1iに通う r(;j齢xなどは、間

tlt会館の仲nnたちと揃いの必物で削ったりしている。

4.6.2 2号館の運営

2号館では、各階ごとに2人ずつ.合計6人役員を選ぴ、以前はu踊りや述動会の準備を

していたが、現在は区役所からの防火訓練等のお知らせを伝達することなどが、仕事となっ

ている。

lJ!物の維待費として、各階毎に 1000円/月 (30年前くらいまでは 200円/月)を

徴収している。積立金は、以前は各人から個人的に集めていたが、l附f!lii 0年頃から共同で

陥み立てるようになった。

清婦は、毎月第一日曜に l階の人、第二日曜日に 2階の入、 m三日催日に 3階の人という

附帯で、屋上、隣段、lJ!物回りの消婦を行っている。これに参加lできない人は200円徴収

される。 トイレ掃除は、各階毎に3軒単位で l週間当者存で行われており、過に l回札が回つ
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てくる.これをできない人は 300円を徴収している.また.ゴミの収集場は、 2号館と 5

号館で共同で使用しており、その清掃は2号館と 5号館の持ち回りで、週に l回行われてい

る。従って、この当番は半年に l回ほど回ってくる。

また、 l昭和 Q Q 年頃に共同アンテナを取り付けた。このため、それまで各戸ぱらぱらに立

てたアンテナで賑わっていた屋上はすっきりした。

水道は、以前は2号館と 5号館の共同であったが、昭和;)9年に別々に分けた。水道科金

の徴収l立、各階ごとの役員が階ごとに行っている。

2号館は作階ごとの共同便所があるが、各使禄ごとに使用する世帯がほぼ決まっている.

例えば. 2附では便法が5つあって、使っている世帯が 7世椛あるが.家族人数などを考慮

し、 5人家族の世，:t}では l軒で lつ使っている。この取り決めをした時より、家族人数は大

似に変わっているが、各家族で使器を変えたり、色を塗ったりと、色々と手を加えているの

で.今さら他人の使65を使う気にはなれないそうである.

ij;式については.現f王は葬儀場で行われることがほとんどだが.ITは、廊下側のお!'F.敷に

f古川を投けて自宅で葬式をやったところもあった。

1f1築については、明文化された焼則はないが、はじめの)5にm築を行った家では、 111築の

(1ト，);， I ~ を役只会にf~U.lし‘土台をしっかり作ってくれなど‘節々の注文(.1 きでt曽築を許可さ

れた終総がある。しかし、後の用築では、隣近所の話合いによって明築がなされるようにな

った。

f-{)(会の活動としては、従来.夏のラジオ体操.遊びの企阿‘お楽しみ会、小さな手持ち

花火による化火大会.もちつき大会、老人と一緒のパス旅行などが行事として行われてい

た，そのほか. iI小述(江東区子供会連合会)主催の運動会や水泳大会.江東区主催のジュ

ニア ・リーダー キャンプなどにも、古石場住宅の単位で参加していたが、平成6年頃か

ら、小学生が3人しかいないということで、隣の琴平町会の子供会とー絡に活動している。

4.6.3 3号館

科階段室ごとに. I昭和 3;)年頃から修繕費 (現在月に 1000円、再開発の話が始まるま

では月に 5000円))を集めている。これは、屋上のタンクiJi婦、雨漏り防止のペンキ

君主、階段室のffl気代などに使われている。

消婦については. 1カ月に一度声を働けあって‘公闘を含む建物まわりの帰除をしてい

る.階段京や尾上は気づいたときに帰除したり‘隣が初除しているときに手伝うなど、臨機

応変にしている.

水道代とそれに関わるモーターの電気代は、戸数と人数によって計算し、2カ月に一度館

の役uがm金しているo 3号館 18戸のうち、 l階の2'Ii'Fは例人メーターを付けているの

で‘残りの 1G軒分で共同で利用している。このうち‘内風呂を期築している世帯では. 3 

万円を怠した分についてはこの家が払うということで、了月えを得ている。
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士宮築については、原型部分に手をつけたら建物の綿造によくないというお年寄りがいて、

窓の下の壁を取り除かずにt曽築している住戸が多い。このため、原型部分とt曽築部分には‘

;窓の高さ分の段差が生じている。

4.6.4 4号館

1つある階段室ごとに役員が出て、主見交会の常会に出る。このうちの l人が 「金庫務j

(金銭出納係)となって、共同の電気代や水道料金、修繕il(C3000PV月)を徴収す

る。共同水道は全体の半績を住戸数で士11り(空家も含む)、残りの下傾を人数分で1;IJって算

出している。

品i五創立、当番制になっており‘務とl主取りを婦除当番のu印として(Uiごとに回してい

る何このほか自主的に階段京を毎日紛除している人もいる。修縞のための悩み立ても行って

おり、 It!開発の訴が始まるまでは 2000円/月だったが.再開発の訴が始まってからは

I 000円/月になっている。

m築については 、 4 月四1の I，~凶にある F水柿からはみ出さないようにするという暗黙の了

解がある。

作階段主の入JJには、共同水道があり、蛇口の絵(鍵)がI"t1E1'iこ配られている。

4.6.5 5号館

5号館では. 2つの階段室からそれぞれ i人ずつ役員が待ちいiりで出ている。JQI問は2カ

JI !i\位。この場合、老人など動けない人は免除になる.今は、才?い \lt11}の人もいるが.~家

と主人が多かった頃には.頻繁に順携が回ってきた。なお‘ 2ri(，克っているところは、 l戸

分としてカウントされる。この役員は、月 l回の親交会の常会に/JII.;官せねばならず、常会で

決まったことは回覧板で、それぞれの階段室ごとに伝達する。このU.'j，If1iし合いが必要とな

る場合には、役員の家か廊下で話合いを持っている。他に役口の{上官Fとしては.町会費(水

道費を含む)の徴収、階段のゴミの片付け. 1 2月の夜筈(子供と-*むなどがある.

また;)号館では、以前、第三日曜日に五号館全員で、屋上.階段. ドプ、ち~の回りの清

婦を行っていたが‘現在は、東口(東側lの階段室)については定期的にやっているが、西日

にl刻してはその都度各自で消帰している。年に I回の号館全体の大婦除のときは、全員参加

で木を切ったりなど大がかりな消婦を行う。また、ゴミ収集場の婦除は. 2ηtlsとの共用で

rrち回りとなっており、年に 2図ほど回ってくる。

建物の ・維待管理費については、的立金(現在.月 2000円)をそれぞれの階段室でで

集めている。これは、船上の雨漏りや、年に l回の水タンクの消財政などに使われる。ま

た、昭和;)5年には;)号館単位で、水道管を全部取り主主えており.これも的立金で賄っ

た。
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尾上の物干場は. 11帯の人が奥. 2階の人が真ん中. 3賠の人が手前という使い分けの

Jl，ールが古くからある。また、現在でも水道料金は館内で割り勘となっている。このため、

内風呂のm築は祭止されている。

4.6.6駐車・駐輪

l凶和:37年1<1に.続交会の中に 「自動車委員会lができて.これによって及認された車

のみが.ステッカーを貼って駐車できるようになっている。駐車する場所は特に決まってい

ないが.基本的には白分の建物の前辺りにとめている.自動車委員会は‘自動車を白いてい

るIlt.:;}で純成されており‘各号館から l人ずつ役員が選ばれる。役員の改選は、 2年に l回

ある"ただし. 2 号館は各階から 2 人ずつ出ている。任J~Iは 2 年。 駐車台数i立、 l戸につき

l介までが1基本となっており 2戸使用している世帯?では、 2#i泣いているところもある.

引'I(代金(ドl動車委只会は、 「迷惑料lという呼称を使っている。);立、 l台につき月

1 ;'i 0 Olrlで、許可IjIには黄色地に FδCと印字されたステッカーをポンネ y 卜に{llかなけ

ればならない。また、 10りO室の00に来てます」と印字された米客JIIの』許可証もあり.

これもボンネ y トにi?lくようになっている。駐車代金i立、:3カ月に l回.自動車委負が集金

し、I.lイ官後委[lで代金を持ち寄って集会を1mく。その際、新たに自動車を停めたい人がいる

とか.HIJo:に限lする:守的などについて話し合われる。苦悩の内容は. f!jIがとめっぱなしに

なっている I 1無汗 "1車がとまっているJ f他人の市をi泣いてあげている lといったもので

ある。また、巡反駐車には注怠を促すためのステッカーが貼られることになっている。

1'1転車のi泣き場所・置き方については決まりはなく、他人の迷惑にならない程度に自IJJ

にれいているのが現状である。
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4.7 まとめ/古石場住宅における経年的住環境運営

以上、古石場住宅における 70年以上にわたる居住空間の運営状況を経年的にみてきた

が、古石場住宅の大きな特徴は、やはりま望災前に建設された鉄筋コンクリートプロック造と

いう特殊な構遣であった。 このために、建物の形態や窓、出lの比較的 I~訓でストイックなデザ

インが大きく形作られている。これに対して、震災後にIIてられたRC造の5号館は逆に表現

派風ともいうべき過剰装飾で建設されており、全く異なる住戸計l珂・デザインコンセプト煮

よって形作られている。

またも独身向{土棟 (刊tiJ11J) として建設された 2号館は. 平lliiJI酬がJにな既存の'1'廊下型の

木造集合住宅をのまま踏襲しているが、屋上を洗濯場.lIt物干場としている点;立 後の同潤会

アパートと共通である。 1、3. <1号館は家族向であったが‘ lつの階段主に各階に 2(主戸

を配する計画となっていた。ここで特徴的なのは、各{七戸lこ，'1'111のボ洗便所があったことが

IIhiJ9WJであるが.それがI t戸の外の~r'Ií場に面したところ にあった}，'，(である。このように、肘

引と使所を似てて自己位する形式;;J:.当時盛んに行われていた.-K.iilIi<院の形式に:m似してお

り、夫際 、 かl じ*.J江市'，';';JIμ住宅では、居室から離して f雌れ l とし て使所を ~I.圧につくっ

ていた。

占Li場住宅ではl凶1'1128年の東京間iからの払い下げが行われまで;;J:. ，Ii'P;f.I宅 ・郡営住宅

として公のITEl!を受けていた。2号館に管理人室があり、居住.frーはそこへ'ポ11を納めにいっ

ていたa 肘住省の話によると.戦中戦後には管理人に頼んで、住宅が狭くなったり. lii~災で

焼けたりしたr":H者に対して、アパート内での住居の移動を行なっていた巾これは後の江で

ifべる同潤会アパートでも'段前に行なわれていたことであり、 J，，}(tx.のニーズを的f，f，に促え

た公による住環境jill討の一つの主主主な役割lであった。

また、払い下げが終 fし、土地と建物が{主棟後とに分均lされるよ うになると.)~本(JIJ に住

Iililji!<[で住民境の維持 jill世 ・包2以がなされるようになった。こうして川fI:.fi'の主体的な、

I曽築‘アパート内移動、波数住戸{止fII.などによる定住のための働きかけが椛んに行なわれ

るよになっていったのである。

しかし、姥]築については先述のように、壁圧が 30センチもあるコンクリー トプロック総

造のため、妓術的な困難もあって.他の同潤会アパートのように大縦模な附祭はほとんど行

なわれなかった。従ってn戸 l化という働きかけも I例しかみられなかった"

さらに号館の中では、階段室単位のつながりによって(2号館の場合には各階単位)日常

の住環境の運営(紛除など)がなされている。

このように古石場性宅では、他の向潤会アパートの事例のよ うな大規伎な.側々の居住者

による住環度形成は行なわれなかったが.比較的広い敷地内通路では、 「交初会j というア

パート全体の自治組織によって、運営されており、特に駐車場川泌を似極的に取り扱ってい

る。しかし、l'il築や建物共用部の運営に関しては、 11隙ごとに(1:されており、それぞれ独自
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のやり方で‘日常の婦除の取り決めから、 t曽築に関する取り決めまで.細か〈ルールが設定

されていることが分かつた。

また.調笠でi;J:，現在の住まい心地をインタビューしたが、確かに雨漏りなど.建物の老

桁化による生活上の不便はあるものの、 「鍵をかけなくても平気J r住宅の周りに車が少な

Lり 「居住占どうしで気絞ねがないJ r見知らぬ来訪者へのチェックがきちんと入ってい

るJなどといった.}，!:J.が.安心してÆ_~ らせる住宅地としての古石場住宅の評価になってい

る。といった汗価もある。

1114量 東京市宮古石場住宅における住環横蓮宮
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資料10: 東京市営住宅使用条例23

昭和 2年 12月22日 市条例第 14号

第 1:条 市営住宅を使用せんとする者は市長の許可を受くべし

第 2条 住宅の使用は一定の峨業又は収入の途を有し1!!!立の生計を営む者にして市長の適

当と認むるものに限り之を許可す

第 :3条 {史月]の許可を受けたる者ーは其の許可書到達の円より五日以内に庄の手続を為すべ

し

1，敷金(使用料二ヶ月分に相当する額)を提供すること

三 、 保託人( 二人)辿-fiの前.!~を従出すること市長特別の 1汁Jiありと Ll.2，むる占に対しては

敷金のtlri又，ま保証人の数を免除することを得

1 、 第一項の手続を:;uせざる .r，-;ま住宅の使用を為すことを f~~ず

21¥4条 保託人はe1!IFJ-nとjf-ll，して本条例の定むるm壬をU!1!するものとす

21¥5条 保証人は/正の条件を n備し市長の適当とねむるせfたることを~す

l、独立の'b1十を岱む能力8たること

2、相当のHυ[3(は{.iillをのすること

:3.点点<Ji又はJtの近伎町村にfJ:!;ii若は居所を有することi民Lit[人がliijJtfの条例ーを欠くに至

るときは使川 J71ま~差問な く lìíjJJfの条件を具備する者を以て之に代うることを t:す

第日条 {史HIJYIJHJは一年以内としIYI問満了後引続き使fllせんとするときは!l.!にm一条の汗

，，[を受くべし

21¥7条 使m料はdi参。F会の議決を終て市長之を定む

21¥8条 使月11'l'-iまfjf，)-J二十八日限り Jtの月分の使用料を納付すべしfllし二|八[1以後に使

11IのA可を受けたる.r，に対しては市長nの納付Jgj日を指定す

~'} 9条 使用料は月極と し杵 ，，[を受けたる日より之を徴収すれlし JIに満さeるJYllirJの位打!

料法n-Jiリを以て計算す

第 10条 左の場合に於ては市長は使用料を減免することを1!}

上 使用者のnに制すべからざる事自に図りて引絞き十五日以上住宅を使mすること能わ

ざるとき

2、疾病:J.tの他特別の'J>Wに凶り使用者及保証人の何れもfHII料の金制又はーfmを納付す

ること能わざるとき

第 11条左記のiHflは使HJ者の負担とす

l、屯気.瓦!町、木造の使用料

2 、~~子張主主的 f~(d配符(全部)公表替並検張替(半額)に裂する 1ぜ川

:3 、尿尿~ii.ll，~H処分に~するmlJ

4、底舗の設備に要する1'1nJ 

211930，東京市社会局， 1見，!);(市施設社会事業要覧』

観4量 東京市宮古石11住宅における佳環境調富 -202-
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第 12条 住宅は営業の用に供することを得ず但し底舗向に建築したるものは此の限りに

(fらず

第 13条 底舗向住宅に於て営業を為さんとする者は其の磁自に就き市長の許可を受くべ

し ).tの館日を変更文はm加せんとするとき亦同じ

第 l4条 使用者は住宅若は其の一部を転貸し文は其の使用権は担保に供し若は議渡する

ことを符

第 15条 f史問者は住宅の模係替を為し又は地形を変更することを符ず

2!¥1 tj条 住宅が使FIJ者の廷に仰すべきlF>1却に図りて滅失又は'I'ltflしたるときは使用者は

Jtの修補又は托l害賠償の貨に任ず

し

第 17条 使RJ-n住宅を返還せんとするときは十臼iIIJに局11.1て検査を受くべし

liijJtlの場合に於て滅失Xは'I'l倒せる物あるときは返還前JJ:のUstnを為すべし

2!¥ 1 H条 /己討作~~.の金額;ま住宅返還の際敷金中より之を内除す

I . A;納の使用料あるとき

2. ，irj二J(jの賠償金を完納せざるとき

加 I9条 ，HI条件号の令官1が政令を趨過するときは使問者はu'(ちにJtのだi過敏を納付すべ

2!¥:!O条 11: Jir ~作 η の尾~{'îに於ては rlT長は住宅使月lの汗 "1を取消すことを得

1.放なく引続き iti 円以上住宅を使用せざるとき

2、f史川料を指定のJgJl:n内に納付せざるとき

:l. {.史川f'，本条例Xは本条例に)，1;づく規則命令にi韮反したるとき

~12 1 条 本条例随行に関し必要なる細胞lは市長之を定む

阿.IWI

2!¥22条 本条例iま発イliの日より之を範行す

2!¥:!:J条 本条例施行の際現に従前の規定に依り s許可を受けたる占芯本条例に依り，許可を

受けたる.(1と行倣す

第 4宣 車京市宮古石場住宅における住環境運宮 -20)-

資料， 1 東京市営住宅貸付規定取扱手続24

大正 l0年 7月20日 市長決裁

第 l条 住宅の貸付を受けんとする者は第一号隊式に依り申込 ~ïを提出すべし

第 2条 市長は前条の申込:;!1を調査し適当と認むる者に承認を与ふ {旦し適当と認むる者

予定の家屋数を趨過したるときは納選に依り借家人を定む

第3条 借家人は第二号係式に依り借家証書を提出すべし 借家J正.!HM山JQH1月の延長、敷

金の減免若は保証人の免除を受けんとする者は其事由を具し市長に願tUすべし

~;4 条 保証人は市内又は隣接町村に居住し相当の財産又は{，1111 を~するものたることを

裂す 保証人前項の資絡を喪いたるときは借家人は直ちに保証人を、Iつることを婆す

24.1930、東京市社会局. 1・点京市施設社会事業要覧』
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資料12: 東京市営住宅使用条例施行細則

昭和 3年 12月27日 東京市告示第47 2号

立11条 本細目'Iに於て条例と祢するは東京市;日住宅使用条例を~I う

耳12条 住宅使用の許可を受けんとする者は第 l号係式に依る申込書を提出すべし

首13条 申込書に記載すべき事項に付不備の点あるものは受理せず市長に於て事実に反す

るE，tL隙ありと認めたる場合は其の申込は無効とす

ill4'条 rl'込有効10Jl:月は 15日とす 但し有効JOI聞の満了の日より 10日以内に於て再申

込を為すことを得 此の場合に於ては最初の申込年月日及住所氏名を通知するを以て足る

liilJJiの規定は本市に於て住宅を新設したる場合には之を通用せず

第五条 使fIlの許可は有効に受理!したる者に付審査の上之を為す

illl】条 I)ij条の稼査の結果許可支附なしと認めたるの数供給ド数を必i曲するときは111I選に

依り Jtの使川必を定む

ü 宅の予約により市長必~と認めたるときはlìíjJJl に依らざることを得

ill7条 |日l一人に対しては2戸以上の使用をE許可せず

<:!18条 条例言13条illlJJiill2号の申請:!}はm2号係式に依る

ill9条 条例富13条第2JJj及第 10条の取倣を受けんとする者;ま其のτCFt.'iを詳細|に具して

駁11¥づベレ

加 10条 自主111者氏名を変更したるときはJtの旨直に厄itHづべし

保証人住所Xは氏名を変更したるとき亦同じ

第 11条 {止川者保証人を変更せんとするときは其の旨願出て市長のノ孔認を受くべし

ill 12条 使fIl)gJl:iJ満了後引続き使用せんとするときはJOII::I満了i)ij1 0日以内に願出て条

例第 1 ，誌の Il~ 可を受くべし

ill 1 :3条 使1'111奇死亡し又は其の使用を廃止し向居の家政づ|きわtき使用せんとするときは

15U以内に願~Hて条例第 l 条の許可を受くべし

m 14条 前2条に依り引続き使用を許可せられたるときは更に第8条に依る311苫を促出

すべし

第 15条 条例第 13条の許可を受けんとする者は第3号線式に依る窮i1，を提出すべし

第 16条 1;5舗向住宅の使用は引き続き 2年以上其の営業に従事する者より詮1'.:iの上之を

許可す

第 17条 条例貫i20条の規定に依り使用の許可を取消されたるときは li/，llijfj以内に住宅

の引援をなすべし

開.Jl!11

4<細目IJI立発布の日より之を施行す

第 4量 東京市宮古石場住宅における住環境運宮

第5章 同潤会代官山アパートにおける経年的住環境運営
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